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>日 本山岳会事務 (含図書室)取扱時間

月・火・木 ・・・・・・・・・・・・10～20時

水・金 ・・・・・・・・・・・・・・・・13～20時

第 2、 第 4土曜日 ・・・・・・・・・・閉室

第1、 第3、 第5土曜日 ・・。10～ 18時

年末年始休室 。12月 29日～1月 6日

平
成
１９
年
度
年
次
晩
餐
会

東
京
に
戻
っ
て
変
わ
り
な
く
開
催

・
４
６
０
人
が
出
席

平
成
１９
年
度
の
年
次
晩
餐
会
は
１２
月

１
日
、
東
京

・
品
川
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
の
国
際
館
パ
ミ
ー

ル
３
階

「北
辰
」
で
開
か
れ
た
。
昨
年

は
名
古
屋
だ

っ
た
。
２
年
ぶ
り
に
東
京

に
戻

っ
て
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に

淡
々
と
、
な
ご
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

４
６
０
人
の
会
員
が
出
席
し
た
。

・
会
長
挨
拶

宮
下
秀
樹
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

宮
下
会
長
に
と
っ
て
は
、
今
年
５
月
に

諄鑢霧慾撃⑮

年次晩餐会で挨拶する宮下秀樹会長

会
長
と
な
っ
て
初
め
て
の
晩
餐
会
だ
。

皇
太
子
殿
下
は
残
念
な
が
ら
出
席
さ
れ

な
か
っ
た
。
宮
下
会
長
は
、
皇
太
子
殿

下
か
ら

「日
本
山
岳
会
の
年
次
晩
餐
会

に
出
席
で
き
ず
大
変
残
念
だ
。
出
席
の

み
な
さ
ま
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ

い
」
と
い
う
言
づ
て
の
あ
っ
た
こ
と
を

紹
介
。
ま
た
北
海
道
で
の
遭
難
事
故
に

弔
意
を
表
し
た
あ
と
、
日
本
山
岳
会
の

現
状
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
告

・
挨

拶
し
た
。

一
、
会
員
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

平
均
年
齢
は
６５
歳
で
、
高
齢
化
も
進
ん

で
い
る
。
若
い
人
た
ち
の
入
会
を
な
ん

と
か
実
現
さ
せ
た
い
。
９
月
に
は
、
中

国
登
山
協
会
の
会
長
と
韓
国
を
訪
問
し
、

中
断
し
て
い
た
日
本

・
韓
国

・
中
国
の

学
生
交
流
登
山
を
復
活
し
、
来
春
、
日

本
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
過
日
、

指
導
委
員
会
主
催
で
積
雪
期
入
山
者
に

対
す
る
山
岳
遭
難
救
助
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
若
い
人
が
１
０

０
人
以
上
も
集
ま
っ
て
く
れ
た
。
雪
山

に
入
る
若
い
人
た
ち
が
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
い
る
と
感
じ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
１

一
、
本
年
度
か
ら
各
理
事
に
も
委
員
　
洟

会
を
担
当
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

委
員
会
と
理
事
会
の
よ
リ
キ
メ
細
か
い

連
携
を
図
る
た
め
だ
。

１７
の
委
員
会
が

あ
る
が
、
大
半
は
首
都
圏
を
中
心
と
し

た
動
き
な
の
で
、
な
ん
と
か
全
国
的
な

視
野
に
立

っ
た
活
動
が
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

一
、
新
し
く
栃
木
、
茨
城
、
千
葉
に

支
部
が
設
立
さ
れ
全
国
２８
支
部
と
な
っ

た
。
多
様
で
活
発
な
活
動
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
感
謝
し
て
い
る
。
支
部
懇

談
会
は
、
来
年
は
１０
月
Ｈ
～
１２
日
に
北

九
州
で
開
催
さ
れ
る
。

一
、
公
益
法
人
か

一
般
社
団
法
人
か

晰麒鶉蝙颯

戦

_ 
ヽ

.
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驀一鉗
繭
螂一黎

ド
ー
Ｉ
Ｌ

を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
し
て
い
る
が
、

公
益
法
人
の
場
合
は
支
部
と
の
連
結
決

算
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

苦
慮
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
東
京
、

首
都
圏
を
含
め
全
員
が
支
部
に
入
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
視
野
に
入
れ
検
討
を

続
け
て
い
き
た
い
。

・
新
名
誉

・
永
年
会
員
の
紹
介

物
故
会
員
に
対
し
て
黙
祷
し
た
。
昨

年
の
晩
餐
会
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
会

員
は
４６
人
。
牧
野
衛
、
山
本
朋
二
郎
名

誉
会
員
ら
が
逝
去
さ
れ
た
。
Ｈ
月
に
は

北
海
道
支
部
定
例
の
雪
上
訓
練
で
突
如

発
生
し
た
雪
崩
に
よ
り
４
人
の
仲
間
を

失

っ
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

た

続
い
て
新
名
誉
会
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

若
林
啓
之
助
、
平
山
善
吉
、
黒
石
恒
の

３
氏
。
平
山

・
新
名
誉
会
員
は

「
一
昨

年
は
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
な
ん
と

か
無
事
に
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
し

た
い
」
な
ど
と
挨
拶
し
た
。

新
し
い
永
年
会
員
は
３６
人
。
１
９
５

７
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
に
入
会

し
た
会
員
だ
。
マ
ナ
ス
ル
初
登
項
の
余

韻
が
残

っ
て
い
た
年
だ
っ
た
。
以
降
継

続
し
て
５０
年
間
、
会
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
。
会
員
番
号
は
４
４
９
８
か
ら
４

６
５
１
で
あ
る
。
う
ち
２０
人
が
出
席
し
、

宮
下
会
長
か
ら
永
年
会
員
章
が
手
渡
さ

れ
た
。
新
永
年
会
員
を
代
表
し
、
中
村

純
二
会
員
は

「あ

っ
と
い
う
間
に
５０
年

が
過
ぎ
去
り
、
山
岳
界
は
お
お
き
く
変

化
し
た
。
山
登
り
に
は
、
困
難
な
激
し

い
未
知
の
ル
ー
ト
ヘ
の
挑
戦
だ
け
で
な

く
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に
入
っ
て
思
索
に

ふ
け
る
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー

ま
か
せ
で
な
く
、
自
分
な
り
の
山
を
選

び
、
山
登
り
を
続
け
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
挨
拶
し
た
。

新
永
年
会
員

阿
部
和
行
、
蒲
生
明
登
、
池
田
昭
二
、

和
崎
俊
雄
、
岸
本
伍
郎
、
大
森
弘

一
郎
、

中
藤
剛
、
佐
藤
晴
夫
、
福
原
健
司
、
石

村
実
、
中
村
純
二
、
今
澤
寛
、
杉
原
八

百
樹
、
高
本
孝
、
吉
野
禎
造
、
前
田
清

子
、
藤
野
欣
也
、
滝
澤
信
三
、
大
谷

一

良
、
金
光
義
朗
、
風
間
満
治
、
吉
田
英

吉
、
鈴
木
淳
平
、
寺
本
滉
、
松
本
径
夫
、

本
間
兌
二
、
田
邊
壽
、
鈴
木
康
仁
、
山

野
井
武
夫
、
芳
賀
孝
郎
、
平
井

一
正
、

岩
坪
五
郎
、
中
島
道
郎
、
村
上
力
、
小

峰
顕

一
、
斉
藤
健
治

・
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

第
９
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
は
、
松

本
征
夫
会
員
の

「向
日
唱
布

（カ
ン
リ

ガ
ル
ポ
）
山
群
の
踏
査
と
研
究
」
と
決

ま
っ
た
。
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
た
。
松

本
会
員
は

「槙
さ
ん
を
は
じ
め
、
諸
先

輩
に
実
に
い
る
ん
な
こ
と
を
教
え
て
も

慶雲の間に展示された絵画の数々

秩父宮記念山岳賞を受賞した松本征夫氏の講演

ら
っ
た
。
そ
れ
を
実
行
し
て
い
っ
た
。

諸
先
輩

・
後
輩
に
支
え
ら
れ
て
の
賞
だ
。

喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
」
と
語

っ
た
。

・
新
入
会
員
は
９９
人

続
い
て
、
新
入
会
員
の
紹
介
。
今
年

は
９９
人
が
新
し
く
会
員
に
加
わ

っ
た
。

代
表
し
て
深
田
森
太
郎
会
員
が
挨
拶
し

た
。
深
田
新
会
員
は
故

・
深
田
久
弥
元

副
会
長
の
ご
長
男
で
あ
る
。
久
弥
氏
の

会
員
番
号
は
１
５
８
６
番
だ
っ
た
。
「た

い
へ
ん
な
伝
統
と
歴
史
の
あ
る
会
の

一

員
に
加
え
て
も
ら
っ
て
喜
び
と
緊
張
を

味
わ
っ
て
い
る
。
白
山
の
自
然
保
護
な

ど
を
通
じ
お
役
に
立
ち
た
い
。
私
ご
と
　
２

な
が
ら
、
父
が
楽
し
そ
う
に

『
ル
ー
ム
　
鰈

へ
行
く
』
と
言

っ
て
出
か
け
て
い
た
の

を
記
憶
し
て
い
る
。
会
員
番
号
が
若
い

と
い
っ
て
自
慢
し
て
い
た
。
入
会
し
た

い
と
言

っ
た
ら
、
お
ま
え
な
ん
か
ま
だ

ダ
メ
だ
と
。
私
の
会
員
番
号
は
１
万
４

０
０
０
台
。
父
よ
り
１
万
３
０
０
０
近

く
も
多
い
こ
と
に
歴
史
の
重
み
を
感
じ

る
」
な
ど
と
語

っ
た
。

恒
例
の
鏡
開
き
は
、
宮
下
会
長
の
ほ

か
平
山
新
名
誉
会
員
、
松
本
径
夫
会
員
、

中
村
純
二
新
永
年
会
員
、
阿
部
和
行
新

永
年
会
員
、
深
田
森
太
郎
新
入
会
員
の

６
人
で
行
な
っ
た
。
酒
は
故

・
第
十
五

代
今
西
壽
雄
会
長
の
夫
人
か
ら
寄
贈
の

財
濶
一
．騨

螂

「
~‐ ~:
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あ
っ
た

「四
海
王
」
。
い
つ
も
な
が
ら
、

感
謝
し
た
い
と
思
う
。

阿
部
新
永
年
会
員
の
音
頭
で
乾
杯
し

会
食
が
始
ま
っ
た
。
メ
ニ
ュ
ー
に
は
「実

り
多
い
秋
の
山
を
イ
メ
ー
ジ
」
、
「雪
山

を
登

っ
た
あ
と
に
花
園
に
降
り
て
き
た

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
添
え
て
あ
っ
た
。

会
食
を
は
さ
ん
で
全
国
２８
支
部
会
員

の
紹
介
が
あ
っ
た
。
北
海
道
で
悲
し
い

事
故
が
あ

っ
た
が
、
支
部
の
活
動
は
活

発
だ
。
新
し
く
発
足
し
た
栃
木
支
部
か

ら
は
８
人
、
茨
城
支
部
か
ら
は
９
人
、

千
葉
支
部
か
ら
は
２８
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
紹
介
さ
れ
る
た
び
に
立
ち
上

が
リ
ハ
ン
カ
チ
を
振

っ
た
。
そ
れ
に
応

え
、
盛
大
な
拍
手
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に

広
が
っ
た
。

・
海
外
遠
征

ｏ
登
山
報
告

晩
餐
会
に
先
立
ち
、
午
後
２
時
３０
分

か
ら
１
階

「紅
玉
」
の
間
で
海
外
遠
征

報
告
、
ま
た
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
受
賞

記
念
講
演
が
あ
っ
た
。

ま
ず
大
蔵
喜
福
会
員
の
マ
ッ
キ
ン
リ

ー
気
象
観
測
報
告
。
５
７
１
５
滲
川
地
点

に
定
点
気
象
観
測
所
を
設
置
し
て
収
集

し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
気
温
と
湿
度
、
風

速
と
圧
力
、
気
圧
に
よ
る
高
度
変
化
な

ど
に
つ
い
て
解
説
・説
明
し
、
「１
９
９

０
～
２
０
０
０
年
の
Ｈ
年
間
に
記
録
し

た
最
低
外
気
温
度
は
９５
年
１２
月
の
マ
イ

ナ
ス
５９

・
４
度
、
プ
ロ
ペ
ラ
型
セ
ン
サ

ー
に
よ
る
最
大
風
速
は
９４
年
７
月
の

８２

・
５
際
川
／
秒
だ

っ
た
」
な
ど
と
報
告

し
た
。

続
い
て
石
川
支
部
の
イ
ン
ド

・
マ
リ

峰
登
山
報
告
。
支
部
の
創
立
６０
周
年
を

記
念
し
て
初
登
項
を
目
指
し
た
。
登
山

許
可
が
遅
れ
目
的
は
果
た
せ
な
か
っ
た

が
、
近
く
の
未
踏
峰
に
登
る
こ
と
が
で

き
た
。
「
マ
ー
ン
峰
と
名
づ
け
た
い
、
と

話
す
と
、
『
い
い
で
し
ょ
う
』
と
言

っ
て

く
れ
た
」
な
ど
と
、
副
隊
長

・
織
田
伸

治
会
員
は
話
し
た
。

平
出
和
也
氏
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の

あ
る
山
登
り
を
目
標
に
し
て
い
る
と
い

う
。
パ
キ
ス
タ
ン
・シ
ス
パ
ー
レ
峰
（７

６
１
１
鮮
）
へ
の
挑
戦
を
披
露
し
た
。

関
西
支
部
と
同
志
社
大
学
山
岳
部
に
よ

る
ネ
パ
ー
ル
の
ク
ビ

ｏ
カ
ン
リ

（６
７

２
１
鮮
）
初
登
項

・
学
術
調
査
報
告
は
、

同
志
社
大
１
年
の
小
林
博
史
君
が
行
な

っ
た
。
学
生
全
員
が
初
登
項
を
果
た
し
、

学
術
調
査
で
は
西
チ
ベ
ッ
ト
地
域
で
の

氷
河
の
後
退
を
調
査
、
温
暖
化
の
進
ん

で
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ス
ウ

ェ
ン

・
ヘ
デ
ィ
ン
の
報
告
と
の
比
較
で

約
１
０
０
年
の
間
に
氷
河
の
舌
端
が
１

２
０
０
際
月
以
上
も
後
退
し
た
と
い
う
。

・
秩
父
富
記
念
山
岳
賞
講
演

第
９
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞

し
た
松
本
征
夫
会
員
の
講
演
が
あ
っ
た
。

村
木
潤
次
郎

・
審
査
委
員
長
の
表
現
を

借
り
れ
ば
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
を
西
の

端
に
し
て
東
側
に
延
々
と
続
く
氷
雪
の

山
脈
が
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
で
あ
る
。

福
岡
支
部
が
２
０
０
１
年
か
ら
５
回
に

わ
た
っ
て
、
こ
の
地
域
を
踏
査
し
た
。

松
本
会
員
は
調
査
隊
長
と
し
て
活
躍
し
、

そ
の
成
果
を
今
年
４
月
出
版
し
た
。
未

踏
峰
が
乱
立
し
て
い
る
。
山
名
も
定
か

で
な
い
。
ソ
連
の
地
図
を
ベ
ー
ス
に
住

民
か
ら
直
接
聞
き
取
り
調
査
し
、

３６
座
・

３７
の
山
の
名
前
を
明
ら
か
に
し
た
。

松
本
会
員
は

「屋
久
島
で
山
の
猟
師

覆〕日本曲議会 平成 1 彗年鑽 筆次晩幾褻

壇上で紹介された新入会員

か
ら
谷
の
名
前
を
聞
い
て
調
べ
た
こ
と

が
あ
る
。
同
じ
手
法
だ
」
と
話
し
た
。

調
査
は
植
物
、
哺
乳
類
、
魚
類
、
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
な
ど
幅
を
広
げ
た
。
４
月
に

出
版
し
た
著
書
は
８
０
０
パ
ーを
超
え
て

し
ま
っ
た
。

・
会
場
の
催
し
と
懇
親
山
行

慶
雲
の
間
で
、
い
つ
も
な
が
ら
多
彩

な
催
し
が
あ
っ
た
。
日
本
山
岳
会
が
所

蔵
し
て
い
る
絵
画
１０
点
が
、
資
料
映
像

委
員
会
に
よ
っ
て
展
示
さ
れ
た
。
並
日段

は
日
録
で
し
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い

絵
画
が
並
べ
ら
れ
、
シ
ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ

イ
ト
の
石
版
画
が
ひ
と
き
わ
目
を
引
い
　
３

た
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
支
部
、
轟

委
員
会
、
同
好
会
、
同
期
会
が
そ
れ
ぞ

れ
に
山
の
本
な
ど
を
販
売
し
た
。

翌
日
の
懇
親
山
行
は
、
集
会
委
員
会

が
主
催
し
、
神
奈
川
県
の
大
山
で
行
な

わ
れ
た
。
丹
沢
山
塊
の
な
か
で
最
も
多

く
の
人
が
訪
れ
る
山
だ
。
晴
天
に
恵
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
８０
人
を

超
え
た
。
山
麓
は
紅
葉
が
残

っ
て
い
た
。

暖
か
い
日
だ
ま
り
の
な
か
、
参
加
者
は

山
項
で
豚
汁
を
楽
し
ん
だ
。

（文
＝
高
橋
重
之
、
写
真
＝
神
長
幹
雄
）

贔
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日
本
山
岳
会
へ
の
提
言

日
本
山
岳
会
が
目
指
す
べ
き
も
の

平
山
善
吉

高
齢
化
や
若
者
の
登
山
ば
な
れ
な
ど
、
登
山
界
の
か
か
え
る
問
題
は
多
い
。

そ
こ
で
１
年
に
わ
た
っ
て
、
日
本
山
岳
会
へ
の
提
言
を
連
載
し
て
き
た
。

そ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
前
会
長
の
平
山
善
吉
氏
に
想
い
を
綴
っ
て
も
ら
う
。

日
本
山
岳
会
の
山
登
り

最
近
の
会
報

『山
』
で
、
各
界
か
ら

の
提
言
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
特

に
目
を
引
く
の
は
高
齢
化
と
若
者
の
登

山
離
れ
に
対
す
る
懸
念
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
現
実
の
問
題
と
し
て
誰
も
が
認
識

す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

の
問
題
に
対
し
て
具
体
的
な
提
言
が
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。

高
齢
化
と
若
者
の
登
山
離
れ
は
、
今

や
我
が
国
に
お
け
る
社
会
的
な
大
き
な

流
れ
の
な
か
の

一
環
で
あ
り
、
こ
の
流

れ
を
本
会
が
止
め
る
こ
と
は
む
ず
か
し

い
。
私
は
、
む
し
る
こ
の
流
れ
の
な
か

で
日
本
山
岳
会
ら
し
い
方
向
と
生
き
方

を
考
え
た
い
と
思
う
。

本
会
は
誕
生
し
て
１
０
０
年
、
か
つ

て
の
若
者
た
ち
に
は
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム

と
い
う
大
き
な
目
標
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
皆
こ
の
目
標
の
た
め
に
精
進
を
重
ね

た
。

先
離
者
た
ち
は
、
こ
ぞ
っ
て
日
本
の

冬
山
に
登
り
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー

ト
を
開
拓
し
、
そ
の
夢
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ

と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
ナ
ス
ル

登
項
は
そ
の
頂
点
と
な
り
、
そ
の
登
項

が
、
更
に
若
者
た
ち
を
活
気
づ
け
、
日

標
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
未
踏
の
項
へ
と
向
か

わ
せ
た
。
か
り
に
、
こ
の
よ
う
な
登
山

を
動
的
登
山
と
し
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
山
や
谷
を
静

か
に
歩
き
、
山
の
学
術
、
芸
術
、
文
学

な
ど
を
愛
し
、
山
を
語
る
人
た
ち
も
い

た
。
こ
れ
ら
を
先
の
登
山
に
対
し
、
静

的
登
山
と
言
お
う
。

マ
ナ
ス
ル
登
項
か
ら
今
日
ま
で
５０
年
、

今
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
未
踏
の
頂
は
こ
と
ご

と
く
登
ら
れ
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
は
終
焉

の
時
を
迎
え
た
。
そ
し
て
こ
の
頃
、
本

会
は
、
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
た
。
し

か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
会
の
山
登
り

は
消
滅
し
た
の
で
は
な
い
。

私
た
ち
は
、
こ
の
１
０
０
年
を
契
機

に
更
な
る
発
展
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
会
に
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
山
の

登
り
方
、
山
の
楽
し
み
方
、
山
の
文
化

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
長

い
歴
史
と
伝
統
に
加
え
、
豊
富
な
人
材

が
こ
れ
を
支
え
、
育
ん
で
き
た
の
で
あ

る
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
と
伝

統
の
上
に
立

っ
て
、
新
た
な
活
性
化
を

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

そ
れ
は
動
的
登
山
を
選
ぼ
う
と
も
、

あ
る
い
は
ま
た
静
的
登
山
を
選
ぼ
う
と

も
自
由
で
あ
り
、
こ
の
選
択
に
年
齢
の

別
は
な
い
。

公
益
法
人
に
つ
い
て
思
う

国
の
法
的
整
備
の

一
環
と
し
て
、
本

会
の
置
か
れ
た
社
団
法
人
が
見
直
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現
在

公
益
社
団
法
人
を
視
野
に
、
諸
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
部
に
お
い
て
は
、
公
益
法
人
化
検

討
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

組
織
さ
れ
、
支
部
で
は
こ
れ
を
先
取
り

し
て
各
種
公
益
事
業
が
盛
ん
だ
。
こ
れ

は
こ
れ
で
よ
い
の
だ
が
、
こ
の
問
題
は
、

本
会
の
根
幹
に
か
か
わ
る
大
問
題
で
あ

る
。私

は
か
ね
て
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い

て
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
充
分

に
調
査
し
、
会
員
に
わ
か
る
よ
う
な
形

で
こ
れ
を
示
し
、
充
分
に
意
見
を
聞
き
、

次
の
総
会
で
賛
否
を
と
る
く
ら
い
に
し

た
ら
ど
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

公
益
法
人
に
は
、
公
益
的
活
動
に
よ

る
活
性
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
会
務

の
処
理
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
煩
雑
な

事
務
も
予
想
さ
れ
る
。
本
会
の
目
的
と

す
る
と
こ
ろ
は
何
な
の
か
、
会
員
各
位

の
判
断
が
待
た
れ
る
問
題
だ
。
軽
々
に

結
論
を
急
ぐ
こ
と
は
な
い
。

登
山
を
業
と
す
る
会
員
に
つ
い
て

私
は
、
先
の
総
会
に
お
い
て
こ
の
こ
　
４

と
に
つ
い
て
強
く
触
れ
た
。
こ
れ
は
決
　
鰈

し
て
思
い
つ
き
で
は
な
く
、
私
が
会
長

就
任
以
来
の
持
論
で
あ
る
。
こ
の
話
は

ま
だ
私
が
会
員
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
、

北
大
Ｏ
Ｂ
中
野
征
紀
氏

（初
代
北
海
道

支
部
長
、
第

一
次
南
極
越
冬
隊
員
）
か

ら
聞
い
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
中
野
氏

は
山
岳
会
員
の
な
か
で
、
商
売
、
選
挙
、

宗
教
活
動

（３
Ｓ
と
い
っ
て
い
た
）
を

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
は
日
本
山
岳
会
の
伝
統
で
あ
り
歴
史

で
あ
る
と
い
わ
れ
た
。

登
山
を
業
と
す
る
人
た
ち
は
、　
一
般

に
山
が
好
き
で
元
気
だ
。
こ
の
元
気
が

登
山
業
に
は
し
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。



山 751-2007012・ 20(第二種郵便物認可)

会
員
に
門
戸
を
閉
じ
る
こ
と
で
は
な
い

が
、
先
の
３
Ｓ
は
本
会
の
伝
統
と
考
え

た
い
。

パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
と
登
山
文
化

本
会
の
目
指
す
も
の
は
動
的
登
山
で

あ
れ
、
静
的
登
山
で
あ
れ
、
今
ま
で
多

く
の
人
た
ち
が
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て

精
進
し
て
き
た
。
活
性
化
さ
れ
た
時
代

だ

っ
た
の
だ
。

会
員
が
高
齢
化
し
た
今
、
ど
の
よ
う

な
登
山
を
目
指
す
べ
き
な
の
か
。
動
的

登
山
に
せ
よ
静
的
登
山
に
せ
よ
、
年
齢

に
関
係
な
く
、
自
ず
か
ら
好
き
な
登
山

を
求
め
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
同
時

に
両
者
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
な

お
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
若
く
し
て
動
的

登
山
に
熱
中
し
た
人
が
、
高
齢
化
し
て

静
的
登
山
を
求
め
る
の
も
よ
い
。
ま
た

こ
の
反
対
も
あ
る
。
本
会
は
、
こ
れ
ら

の
人
た
ち
に
提
供
し
得
る
情
報
に
事
欠

く
こ
と
は
な
い
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
８
０
０
０
肝
峰
は
こ
と

ご
と
く
登
ら
れ
た
と
は
い
え
、
パ
イ
オ

ニ
ア
ワ
ー
ク
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
決
し
て
若
者
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
、
本
会
の
な
か
に

は
、
１
０
０
年
の
歴
史
の
な
か
で
蓄
え

ら
れ
、
育
ま
れ
た
文
化
が
豊
富
だ
。
そ

し
て
こ
れ
を
大
切
に
す
る
気
風
も
あ
る
。

本
会
の
目
指
す
も
の
は
、
更
な
る
パ

イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
に
対
す
る
支
援
と
、

資
料
と
図
書
の
整
理
と
保
存
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
特
に
１
０
０
周
年
の
た
め

に
集
め
た
資
料
は
貴
重
だ
。
保
存
が
強

く
求
め
ら
れ
る
理
由
で
あ
る
。

ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
と
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム

ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
と
は

一
体
何
だ
ろ
う

か
。
こ
の
定
義
は
な
か
な
か
む
ず
か
し

い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
山
と
い
う
共
通

の
話
題
の
な
か
で
、
み
ん
な
が
楽
し
く

過
ご
せ
る
環
境
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

会
員
の
誰
か
が
新
し
い
山
に
行
き
、
そ

し
て
帰

っ
て
き
た
ら
み
ん
な
で
そ
の
話

を
聞
く
。
こ
ん
な
こ
と
が
出
来
た
ら
い

い
と
思
う
。

土
曜
日
は
こ
の
た
め
に
時
間
の
あ
る

人
た
ち
が
ル
ー
ム
に
集
ま
れ
る
日
に
し

た
ら
よ
い
と
思
う
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ

な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
話
を
す
る
。
出

来
れ
ば
こ
の
時
、
経
験
豊
か
な
長
老
の

当
番
表
を
作
り
、
会
員
は
そ
の
表
か
ら

話
を
聞
き
た
い
人
が
い
つ
来
る
か
を
知

る
。
そ
し
て
集
ま
る
。
こ
ん
な
集
ま
り

が
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の

場
所
が
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
で
あ
る
。

私
は
、
現
在
の
集
会
室
を
も

っ
と
快

適
な
空
間
と
し
て
開
放
し
、
誰
で
も
が

こ
こ
に
来
て
会
話
し
、
特
に
地
方
の

方
々
が
上
京
さ
れ
た
ら
こ
こ
に
顔
を
出

す
。
こ
ん
な
空
間
が
あ
っ
た
ら
い
い
と

思
う
。ま
た
、
こ
の
と
き
、
事
務
室
は

一

種
の
受
付
の
よ
う
な
機
能
を
も
ち
、
こ

こ
も
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
が
会
員
サ

ー
ビ
ス
の
第

一
歩
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

伝
統
と
品
格

昨
年
の
年
次
晩
餐
会

（東
海
）
の
あ

と
、
新
潟
の
会
員
か
ら

「
（あ
の
行
儀
の

悪
さ
は
日
本
山
岳
会
な
の
か
、）
マ
ナ
ー

委
員
会
が
必
要
な
の
で
は
…
…
」
と
い

う
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。
私
も
気
に

な
る
と
こ
ろ
だ
。
ル
ー
ム
に
入
っ
て
も

帽
子
を
と
ら
な
い
。
正
式
な
会
議
で
も

だ
ら
し
の
な
い
服
装
を
し
て
い
る
。
喫

煙
席
だ
か
ら
よ
い
だ
ろ
う
と
、
隣
席
の

ご
婦
人
か
ら
注
意
さ
れ
て
も
喫
煙
を
止

め
な
い
、
食
事
中
大
声
で
談
笑
す
る
、

等
々
で
あ
る
。

先
の
会
員
は
具
体
的
に
何
が
問
題
だ

っ
た
の
か
不
明
だ
が
、
要
は
日
本
山
岳

会
ら
し
く
な
い
不
心
得
者
が
い
た
の
だ

ス
了
つ
。

本
会
は
今
か
ら
１
０
０
年
前
、
７
人

の
発
起
人
に
よ

っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

そ
し
て
そ
の
人
た
ち
を
中
心
に
３
０
０

人
以
上
の
当
時
を
代
表
す
る
文
化
人
、

知
識
人
が
集
ま
っ
た
。
本
会
は
、
英
国

の
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
に
見
習
う
と
こ

ろ
が
多
い
。
こ
の
と
き
ア
ル
パ
イ
ン
ク

ラ
ブ
は
す
で
に
５０
年
の
歴
史
を
も

っ
て

い
た
。
後
に
英
国
の
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ

ブ
は
貴
族
の
集
ま
り
で
、
日
本
山
岳
会

は
知
識
人
の
集
ま
り
（田
口
二
郎
著
『東

西
登
山
史
考
』
）
と
い
わ
れ
た
時
が
あ
る
。

う
な
ず
く
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
私
の
若
か
り
し
頃
、
ア
ル
パ

イ
ン
ク
ラ
ブ
の
創
立
１
０
０
周
年
記
念

式
典
に
出
席
さ
れ
た
槙
さ
ん
と
松
方
さ

ん
の
写
真
を

『山
岳
』
で
見
た
こ
と
が

あ
る
。
両
氏
は
、
タ
キ
シ
ー
ド
に
黒
の

蝶
ネ
ク
タ
イ
を
結
ば
れ
て
い
た
。
か
つ

て
の
日
本
山
岳
会
は
、
こ
の
写
真
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
な
会
で
あ
り
、
当
時
、
　

５

会
を
支
え
た
人
た
ち
は
、
い
わ
ゆ
る
知
　
鰈

識
人
だ

っ
た
。

さ
て
、
伝
統
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
広

辞
苑
に
よ
る
と

「長
い
歴
史
を
通
し
て

培
い
、
伝
え
て
き
た
思
想
と
精
神
的
な

あ
り
方
」
と
あ
る
。私
た
ち
の
多
く
は
こ

れ
ら
の
伝
統
を
慕

っ
て
入
会
し
た
。
こ

の
精
神
の
あ
り
方
こ
そ
、
品
格
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
そ
の
と
り
ま
く
社
会
の

な
か
で
紳
士
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

多
く
の
人
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て

会
を
盛
り
立
て
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ

の
あ
た
り
で
歴
史
を
も
う

一
度
振
り
返

り
、
そ
の
上
に
立

っ
て
進
む
べ
き
道
を

求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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上
ホ
ロ
ヵ
メ
ッ
ト
ク
山
雪
崩
遭
難
事
故

北
海
道
支
部

０７
年
■
月
２３
日
０
１２
時
５
分
ご
る
、

十
勝
岳
連
峰
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
化

物
岩
直
下
の
沢
筋
で
雪
崩
が
発
生
し
、

雪
上
訓
練
に
向
か
う
わ
が
支
部
の
会
員

（う
ち
１
名
が
会
友
）
Ｈ
名
が
埋
没
、
４

名
が
死
亡
、
２
名
が
重
軽
傷
を
負
う
と

い
う
か
つ
て
な
い
重
大
な
遭
難
事
故
が

発
生
し
た
。

こ
の
雪
崩
発
生
原
因
等
に
つ
い
て
は
、

執
筆
中
の
現
在
も
い
ま
だ
確
定
し
て
い

な
い
。
捜
索
の
最
中

（２３
日
１２
時
３５
分

ご
ろ
）
に
、
「ビ
ー
コ
ン
反
応
で
掘
り
出

す
と
知
ら
な
い
人

（若
い
人
）
が
出
て

き
た
の
で
、
び

っ
く
り
し
た
」
（中
村
、

植
田
、
労
山
。
朝
日
、
読
売
）
と
い
う

事
実
が
あ
り
、
救
出
後
、
メ
ン
バ
ー
の

質
問
に
対
し
、
化
物
岩
付
近
の
尾
根
を

下
降
中
に
雪
崩
と

一
緒
に
落
下
し
た
と

答
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
雪
崩
発
生

原
因
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
警
察
の

事
情
聴
取
も
受
け
て
お
り
、
警
察
や
関

係
機
関
の
調
査
結
果
を
待

っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
訓
練
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
実

施
し
て
お
り
、
今
年
で
６
回
目
で
あ
る
。

計
画
は
、
本
年
４
月
の
定
期
総
会
に

お
い
て
定
例
山
行
と
し
て
提
案
、
決
定

し
、
「支
部
だ
よ
り
」
０７
年
Ｈ
月
号
で
参

加
者
を
募
集
し
た
。
応
募
し
た
１６
名
に

対
し
行
動
計
画
、
装
備
等
に
つ
い
て
通

知
し
た
が
、
４
名
が
事
前
に
参
加
を
中

止
し
、

１２
名
が
２３
日
１０
時
１０
分
、
十
勝

岳
温
泉
凌
雲
閣
前
駐
車
場
に
集
合
し
た
。

中
村
喜
吉
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
当
日
の

行
動
予
定
と
最
近
雪
崩
事
故
が
発
生
し

て
い
る
の
で
無
理
な
行
動
を
し
な
い
な

ど
の
注
意
が
あ
り
、

１０
時
４０
分
、
登
山

口
を
出
発
。
途
中
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
着
装

の
１
名
が
深
雪

（新
雪
で
５０
費
／）
で
歩

行
困
難
と
な
り
、
下
山
す
る
。
ｎ
時
５０

分
、
林
道
終
点
で
ス
キ
ー
を
デ
ポ
。

５５

分
、
つ
ぼ
足
で
ス
ト
ッ
ク
を
補
助
に
１

列
に
な
っ
て
出
発
し
、
ヌ
ッ
カ
ク
シ
富

良
野
川
に
沿

っ
て
訓
練
適
地
に
向
か
っ

た
。
天
候
は
小
雪
、
微
風
、
気
温
マ
イ

ナ
ス
８
度
、
視
界
１
０
０
肝
。

５０
歩
で

ラ
ッ
セ
ル
を
交
代
し
な
が
ら
進
み
、
事

故
発
生
時
に
は
鈴
木
和
夫
、
助
田
陽

一
、

吉
澤
宣
哉
、
神
埜
和
之
、
助
田
梨
枝
子
、

鶴
岡
節
子
、
金
子
由
美
子
、
三
野
裕
輝
、

植
田
惇
慈
、
中
村
喜
吉
、
北
守
清
の
順

と
な
っ
た
。

１２
時
５
分
、
Ｚ
ポ
イ
ン
ト
よ
り
１
０

０
際
川
ほ
ど
進
行
し
た
地
点
で
、
進
行
方

向
右
側
高
さ
約
３０
ｓ
川
の
崖
の
上
か
ら
雪

崩
が
落
ち
て
き
た
。
「爆
風
と
と
も
に
ド

ー
ン
と
い
う
音
が
し
て
全
員
が
雪
崩
の

直
撃
を
受
け
、
埋
ま
っ
た
」
（中
村
、
植

田
、
金
子
）
。
「体
が
宙
に
舞
い
上
が
っ

た
」
（三
野
）
。
「突
然
ザ
ー
ッ
と
足
を
す

く
わ
れ
流
さ
れ
た
。
さ
ら
に
三
度
日
の

流
れ
る
音
が
し
た
」
（北
守
）
。
「突
然
、

後
頭
部
、
両
肩
、
ザ
ッ
ク
の
上
部
に
ガ

ン
と
い
う
強
い
圧
を
受
け
た
が
、
そ
の

後
は
覚
え
て
い
な
い
」
（神
埜
）
と
、
生

存
者
は
発
生
時
の
状
況
を
語
っ
た
。

救
出
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

最
初
に
①
中
村
が
自
力
脱
出
。
続
い

て
②
植
田
が
脱
出
し
、
中
村
が
側
で
腕

を
出
し
て
い
た
③
北
守
を
掘
り
出
し
。

中
村
、
植
田
、
北
守
が
北
守
の
下
に
い

た
④
助
田
梨
枝
子
を
掘
り
出
し
。
す
ぐ

脇
に
い
た
⑤
金
子
、
⑥
鶴
岡
を
掘
り
出

し
。
⑦
神
埜
は
意
識
朦
朧
と
な
り
な
が

ら
自
力
脱
出
し
、
近
く
に
い
た
③
三
野

を
掘
り
出
し
。
こ
の
前
後
か
ら
、
付
近

で
訓
練
中
の
札
幌
中
央
労
山
９
名
、
札

幌
山
の
会
１０
名
も
捜
索
に
加
わ
る
。
中

村
の
い
た
地
点
か
ら
３０
い
川
下
流
に
埋
ま

っ
て
い
た
⑨
吉
澤
を
掘
り
出
す
。
最
後

に
ビ
ー
コ
ン
の
反
応
で
雪
を
３
際
川
掘
り
、

⑩
鈴
木
を
発
見
し
、

１４
時
８
分

（時
間

は
中
央
労
山
の
記
録
）
に
掘
り
出
し
、

鈴
木
と
と
も
に
鶴
岡
、
吉
澤
に
対
し
１５

時
３０
分
ま
で
心
肺
蘇
生
を
試
み
た
が
、

意
識
は
戻
ら
ず
脈
拍
も
な
か
っ
た
。
①

助
田
陽

一
を
ゾ
ン
デ
棒
で
捜
索
を
続
け

た
が
、
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
現
場
は

吹
雪
模
様
と
な
り
暗
く
な
り
始
め
た
の

で
捜
索
を
中
止
し
、

１５
時
５０
分
、
助
田

梨
枝
子
を
ス
キ
１
２
組
で
作

っ
た
担
架

で
搬
送
を
開
始
。
途
中
出
動
し
て
き
た

警
察
救
助
隊
の
ソ
リ
に
乗
せ
替
え
、

１７

時
２５
分
、
登
山
口
に
着
き
救
急
車
に
収

容
し
た
。

札
幌
中
央
労
山
、
札
幌
山
の
会
の
メ
　
６

ン
バ
ー
は
、
意
識
不
明
者
の
心
肺
蘇
生
、
爾

３
人
を
収
容
す
る
た
め
の
テ
ン
ト
の
提

供
、
右
足
骨
折
し
た
助
田
梨
枝
子
の
搬

送
な
ど
、
二
次
遭
難
の
危
険
を
顧
み
ず

救
助
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深

く
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

残
る
助
田
陽

一
の
捜
索
は
、
翌
２４
日

早
朝
よ
り
警
察
、
自
衛
隊
、
地
元
遭
対

協
、
当
支
部
会
員
な
ど
１
１
０
名
体
制

で
行
な
わ
れ
た
が
、
午
前
８
時
５０
分
ご

ろ
、
支
部
会
員
ら
が
発
見
収
容
し
た
。

４
人
の
死
因
は
い
ず
れ
も
窒
息
死
で
あ

っ
た
。

雪
崩
の
規
模
、
原
因
に
つ
い
て
は
、

日
本
雪
氷
学
会
北
海
道
支
部
が
２５
日
、
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現
地
で
調
査
し
、
要
旨

「こ
の
付
近
で

起
き
た
雪
崩
と
し
て
は
最
大
級
」
「標
高

１
６
２
０
い
川
の
尾
根
付
近
で
、
幅
約
７０

際
川
で
雪
面
が
破
断
、

４０
度
の
急
傾
斜
を

約
３
０
０
際
川流
れ
落
ち
た
。
犠
牲
者
の

出
た
沢
沿
い
を
さ
ら
に
１
６
０
い
川
下

っ

た
」
「積
も

っ
た
雪
の
上
部
だ
け
が
崩
れ

落
ち
る
表
層
雪
崩
」
と
発
表
し
た
。

２６
日
と
２８
日
、
四
家
の
葬
儀
が
あ
り
、

突
然
肉
親
を
失
い
悲
嘆
に
く
れ
る
家
族

の
姿
に
胸
が
つ
ぶ
れ
る
思
い
で
あ

っ
た
。

１２
月
８
日
、
４
人
の
遺
族
、
宮
下
秀
樹

会
長
、
神
崎
忠
男
、
鯵
坂
青
青
両
副
会

長
、
会
員
、
会
友
な
ど
１
２
０
名
の
参

加
に
よ
る
「わ
が
岳
友
と
の
惜
別
の
会
」

を
開
催
、
４
人
の
ご
冥
福
と
負
傷
者
の

早
期
回
復
を
祈

っ
た
。

支
部
と
し
て
も
、
過
去
に
大
塚
武
支

部
長
の
遭
難
を
経
験
し
て
い
る
も
の
の
、

支
部
定
例
山
行
に
お
け
る
か
つ
て
な
い

重
大
事
故
を
受
け
て
、
早
急
に
事
故
調

査
委
員
会
を
設
置
し
事
故
原
因
な
ど
の

解
明
を
行
な
う
と
と
も
に
、
事
故
防
止

対
策
の
確
立
を
図
り
、
三
度
と
事
故
に

遭
わ
な
い
体
制
作
り
を
進
め
て
い
く
。

今
回
の
遭
難
事
故
に
対
し
、
全
国
各

支
部
か
ら
、
ま
た
全
国
の
支
部
会
友
か

ら
励
ま
し
の
言
葉
や
、
温
か
い
支
援
を

賜
わ
り
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
　

（長
谷
川
雄
助
）

委
員
会
紹
介

図
書
委
員
会
の
活
動
の
現
状

日
本
山
岳
会
が
独
立
し
た
ク
ラ
ブ
ル

ー
ム
を
持

っ
た
の
は
１
９
２
９
年
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
図
書
室
の
開
設
と

軌
を

一
に
し
て
い
る
。
戦
災
に
よ
る
焼

失
、
１
９
４
９
年
の
再
建
と
紆
余
曲
折

は
あ
っ
て
も
、
ル
ー
ム
即
ち
図
書
室
と

い
う
本
会
の
特
色
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

図
書
委
員
会
は
こ
の
図
書
室
の
充
実

と
整
備
を
任
務
と
し
て
発
足
し
た
。

１０

年
前
に
役
割
分
担
が
行
な
わ
れ
、
ハ
ー

ド
面
は
図
書
管
理
委
員
会
、
ソ
フ
ト
面

は
図
書
委
員
会
が
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
、
図
書
委
員
会
は
山
岳
文
化
全
般
に

わ
た
る
幅
広
い
研
究
と
広
報
に
専
念
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
下
に
活
動
の
現
状
を
紹
介
す
る
。

図
書
紹
介

図
書
室
に
新
着
し
た
山
岳
書
の
な
か

か
ら
会
報

『山
』
の
図
書
紹
介
欄
に
掲

載
す
る
書
籍
を
選
定
し
、
執
筆
者
を
指

名
依
頼
す
る
。
毎
月
の

『山
』
で
３
～

４
冊
紹
介
し
て
い
る
。

新
刊
図
書
目
録
の
作
成

国
内
の
膨
大
な
新
刊
書
の
な
か
か
ら

山
に
関
連
す
る
書
籍
を
選
択
し
、
日
録

を
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「山
の
資
料

室
／
新
刊
図
書
」
に
逐
次
掲
載
す
る
。

山
岳
図
書
目
録
の
作
成

過
去
１
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
和
書

・

洋
書
か
ら
山
岳
図
書
目
録
を
編
集
し
、

年
会
報

『山
岳
』
に
掲
載
す
る
。

さ
ら
に
会
員

・
非
会
員
を
対
象
と
し

た
公
開
の
年
間
行
事
と
し
て
、
山
岳
文

化
に
関
す
る
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
長
年
継
続
し
て
企
画
し
て
い
る
。

山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ

第
１
回
は
１
９
７
０
年
、
深
田
久
弥
、

島
田
巽
、
小
林
義
正
、
田
辺
主
計
、
吉

沢

一
郎
、
吉
田
久
兵
衛
の
６
氏
の
座
談

形
式
で
行
な
わ
れ
た
。
本
年
は
第
３８
回
、

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
社
長

・
中
西
健
夫
氏

に

「山
岳
図
書
の
出
版
事
情
」
と
題
し

て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

山
岳
史
懇
談
会

第
１
回
は
１
９
７
３
年
、
「日
本
ア
ル

プ
ス
探
検
時
代
」
、
講
師
は
三
枝
守
博
氏
。

本
年
は
第
３６
回
、
「東
海
支
部
の
山
登

り
」
、
講
師
は
寺
西
申
生
、
尾
上
昇
の
両

氏
。
近
年
ま
で
大
学

・
旧
制
高
校
山
岳

部
と
著
名
な
社
会
人
登
山
団
体
の
歴
史

を
主
に
語

Ｐ
て
も
ら
っ
た
が
、
現
在
は

本
会
各
支
部
の
登
山
史
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。

山
を
語
る

第
１
回
は
１
９
９
３
年
、
「山
岳
書
・

古
本
屋
の
舞
台
裏
」
、講
師
は
小
林
幹
生

氏
。
今
年
は
第
１７
回
、
「
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム

の
源
流
」
、
講
師
は
海
津
正
彦
氏
。
Ａ
・

Ｆ

・
マ
マ
リ
ー
の
歴
史
的
名
著

『ア
ル

プ
ス

・
コ
ー
カ
サ
ス
登
攀
記
』
の
新
訳

刊
行
を
記
念
し
て
、
マ
マ
リ
ー
の
人
と
　
７

な
り
や
、
当
時
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
事
情
　
轟

な
ど
を
話
し
て
も
ら
っ
た
。

図
書
交
換
会

第
１
回
は
１
９
６
８
年
、

１７
回
ま
で

続
い
た
あ
と
中
断
し
て
い
た
が
、
昨
年

度
に
復
活
。
次
回
は
０８
年
３
月
１
日
に

開
催
す
る
。
詳
細
は

『山
』
に
掲
載
す

る
関
係
記
事
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

登
山
の
多
様
化
に
よ
っ
て
日
本
山
岳

会
の
存
立
の
意
義
が
問
わ
れ
る
今
、
山

岳
・登
山
文
化
の
継
承
は

「伝
統
あ
る
」

本
会
の
強
力
な
武
器
で
あ
る
。
図
書
委

員
会
は
そ
の

一
翼
を
担
う
も
の
と
自
負

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
（平
井
吉
夫
）
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７０
歳
で
沢
登
り
の
魅
力
が

蘇
る

樋
口
宗
一

最
近
に
な
っ
て
ま
た
、
沢
登
り
の
面

白
さ
を
思
い
出
し
て
い
る
。
体
が
老
い

た
今
は
行
動
の
俊
敏
さ
に
欠
け
、
若
い

頃
の
よ
う
に
す
い
す
い
と
は
登
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
を
採

っ
た
り
、

き
の
こ
を
探
し
た
り
し
、
ル
ー
ト
フ
ァ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
若

い
人
た
ち
と
ゆ
っ
く
り
沢
登
り
を
行
な

っ
て
い
る
。

今
の
若
い
人
の
沢
登
り
は
、
ハ
ー
ネ

ス
や
登
高
器

（
ユ
マ
ー
ル
）
等
の
装
備

を
使
用
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
若
い

こ
ろ
は
、
８
の
字
結
び
や
ボ
ウ
ラ
イ
ン

結
び
が
主
で
あ
っ
た
。

越
後
の
山
の
沢
は
、
降
雪
の
多
い
せ

い
か
大
小
の
滝
や
流
水
が
多
く
急
峻
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
高
巻
き
す
る
に
も
、

崩
れ
や
す
い
落
葉
土
の
斜
面
を
へ
つ
る

こ
と
に
な
る
。

最
近
、
五
頭
山
連
山

・
菱
ヶ
岳
の
与

平
沢
と
、
越
後
の
小
柄
な
名
山

・
弥
彦

山
の
滝
沢
の
沢
を
登
り
つ
め
た
。

五
頭
連
山

・
菱
ヶ
岳
の
与
平
沢
は
、

登
山
口
の
不
動
ノ
滝
が
現
在
は
砂
防
堰

提
の
た
め
昔
の
大
滝
の
面
影
は
な
い
。

こ
の
堰
提
を
乗
り
越
え
て
か
ら
、
与
平

沢
の
沢
登
り
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

こ
の
沢
の
全
体
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
滝
と
淵
か
ら
成
る
。
滝
を
登
る
と
き

は
岩
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
三

点
支
持
さ
え
守

っ
て
登
れ
ば
快
適
で
あ

る
が
、
淵
を
越
え
る
と
き
が
大
変
で
あ

る
。低

山
で
あ
る
の
で
夏
は
暑
く
、
沢
登

り
の
時
期
は
春
か
秋
に
限
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
泳
ぐ
わ
け
に
も
い
か
ず
、
高
巻

き
を
す
る
ほ
か
は
な
い
。
急
斜
面
の
藪

こ
ぎ
と
、
草
付
ト
ラ
バ
ー
ス
を
強
い
ら

れ
る
。
特
に
、
草
付
は
シ
ダ
類
と
水
分

を
含
ん
だ
苔
類
で
滑
り
や
す
く
、
ザ
イ

会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、短歌、詩などを掲載する

ベージです。どしどしご投稿く

ださい。 (紙面に限りがありま

すので、 1点 につき1000字程

度でお願いします)

ル
ワ
ー
ク
で
慎
重
な
行
動
が
必
要
で
あ

る
。五

頭
山
の

一
般
コ
ー
ス
は
２
時
間
ほ

ど
で
登
れ
る
が
、
こ
の
山
域
の
沢
登
り

は
速
く
て
５
時
間
、
沢
に
よ
っ
て
は
８

時
間
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
高
頭
仁
兵
衛
氏
の
レ
リ
ー
フ

が
あ
る
弥
彦
山
の
沢
登
り
で
あ
る
。
こ

こ
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
下
の
沢
張
子

川
の
源
流
の
沢
で
、
６
月
の
初
夏
の
こ

ろ
に
登

っ
た
。
小
滝
の
連
続
だ
が
、
岩

は
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
苔
が
付
着
し

て
滑
り
や
す
い
滝
で
は
ハ
ー
ケ
ン
を
打

ち
、
ザ
イ
ル
で
確
保
し
な
が
ら
登

っ
た
。

細
い
沢
筋
に
は
常
に

一
定
量
の
水
が

流
れ
て
お
り
、
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
登
頂
す
る
。

五頭連山・菱ヶ岳の与平沢で沢登りを楽しむ

沢
登
り
に
は
危
倹
が
潜
ん
で
い
る
が
、

ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
な
が

ら
そ
の
沢
を
完
登
し
た
時
の
気
持
ち
は
、

何
も
の
に
も
勝
る
喜
び
で
あ
る
。
そ
れ

が
沢
登
り
の
魅
力
だ
。

７０
歳
を
越
え
た
今
も
、
沢
登
り
の
魅

力
が
蘇
る
。
出
来
る
こ
と
な
ら
も
う
１

度
こ
の
歳
で
、
五
頭
山
の
小
倉
沢
に
挑

戦
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

登
山
と
社
会
奉
仕
活
動

和
田
秀
明

私
は
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
北
ア
　
８

ル
プ
ス
の
穂
高
岳
、
槍
ヶ
岳
、
剣
岳
の
　
Ｍ

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
に
行
く
た
め

に
、
週
１
回
程
度
、
低
山
縦
走
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
、
地

元
・山
口
県
内
の
鳳
副
山

（７
３
４
房
）
、

陶
ヶ
岳

（２
５
０
肝
）
、
神
戸
・六
甲
山

な
ど
が
中
心
で
す
。

登
山
の
前
は
準
備
体
操
を
し
て
、
無

理
な
く
遅
す
ぎ
る
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で

歩
き
始
め
、
し
だ
い
に
歩
み
を
早
め
て

い
く
と
、
体
の
中
の
血
液
の
循
環
が
よ

く
な
り
、
次
第
に
体
が
温
ま
っ
て
き
ま

す
。
「ふ
く
ら
は
ぎ
は
、第
２
の
心
臓
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
歩
く
こ
と
、
登
山

を
す
る
こ
と
は
、
血
液
の
巡
り
が
よ
く
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な
り
、
心
肺
機
能
が
向
上
す
る
な
ど
、

健
康
に
と
て
も
よ
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

登
山
の
目
的
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と

思
い
ま
す
。
と
く
に
私
の
場
合
は
、
単

独
行
が
多
い
た
め
、
山
行
は
社
会
性
を

持
た
ず
、
純
粋
に
登
山
行
為
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
と
か
社

会
奉
仕
に
と
思

っ
て
始
め
た
の
が
、
献

血
活
動
で
す
。
登
山
を
す
る
し
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
献
血
を
し
て
い
る
人
は

多
数
い
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
を

「社
会
奉
仕
活
動
」
と

し
ま
し
た
が
、
大
袈
裟
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
２０
年
間
で
、
１

１
３
回

（平
成
１９
年
■
月
１５
日
現
在
）

を
数
え
ま
す
。
山
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
お
か
げ
で
健
康
体
で
す
。
体
力
と
血

液
と
体
脂
肪
は
あ
り
余
る
程
あ
る
の
で
、

不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
提
供
し
て
い

る
だ
け
の
こ
と
で
す
。
山
で
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
つ
い
で
に
、
山
口
の
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄
り
、
献
血
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
（登
山
の
前
後
、

岩
登
り
の
と
き
な
ど
は
、
や
め
た
方
が

い
い
で
し
ょ
う
）
。
夏
場
と
冬
場
は
、成

分
献
血
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
協
力
し
て
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
の
献
血
活
動
は
、
献

血
者
の
無
償
の
気
持
ち
と
、
善
意
で
成

り
立

っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
日
本
骨

髄
バ
ン
ク
に
も
登
録
し
ま
し
た
。
白
血

病
な
ど
の
人
た
ち
を
助
け
る
た
め
に
は
、

も
う
少
し
多
く
の
登
録
者
が
必
要
な
よ

う
で
す
。

大
磯
の
左
儀
長

祖
父
川
精
治

新
春
の
小
正
月
に
全
国
各
地
で
行
な

わ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
年
中
行
事
の
、

「ド
ン
ド
焼
き
」
は
賽
の
神
、
ま
た
は
セ

イ
ノ
カ
ミ
、
道
祖
神
ま
つ
り
、
ま
た
サ

イ
ト
バ
ラ
イ
等
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

お
正
月
行
事
の
締
め
く
く
り
で
、
子
供

た
ち
が
集
め
て
き
た
正
月
飾
り
や
各
家

庭
か
ら
持
ち
寄

っ
た
古
い
お
札
、
縁
起

物
の
ダ
ル
マ
な
ど
を
聖
な
る
火
で
焼
却

す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
１
年
間
の
無
病
息
災

を
祈
り
な
が
ら
下
火
に
な
っ
た
オ
キ
の

上
へ
か
ざ
し
た
焼
き
ダ
ン
ゴ
を
食
べ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

例
年
１
月
１４
日
夜
に
大
磯
町
北
浜
海

岸
で
行
な
わ
れ
る
左
儀
長
は
古
く
江
戸

時
代
中
期
か
ら
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

全
国
的
に
見
て
も
そ
の
規
模
は
最
大
級

と
い
わ
れ
、
昭
和
５３
年
、
県
指
定
の
後
、

平
成
９

（１
９
９
７
）
年
、
国
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
の
指
定
を
受

け
て
い
る
。

こ
の
日
１４
時
頃
か
ら
Ｊ
Ｒ
大
磯
駅
前

で
は
、
ド
ン
ド
焼
き
に
使
う
細
竹
と
紅

自
の
ダ
ン
ゴ
の
売
り
出
し
を
始
め
、
約

１
時
間
程
度
で
完
売
と
な
る
。
左
儀
長

を
見
る
た
め
に
人
々
は
夜
暗
く
な
っ
て

か
ら
集
ま
っ
て
く
る
。
初
め
て
見
る
人

は
明
る
い
う
ち
に
会
場
の
北
浜
海
岸
ヘ

出
向
い
て
、
円
錐
形
に
丸
太
、
松
竹
や

ワ
ラ
で
組
み
立
て
先
端
に
御
幣
の
５
色

の
吹
流
し
の
あ
る
高
さ
１０
い
川
位
の

「サ

イ
ト

（柴
灯
）」
の
確
認
を
す
る
。
持
ち

寄

っ
た
正
月
飾
り
等
の
ほ
か
書
初
め
も

高
く
張
り
出
し
て
あ
る
。
こ
の
各

「サ

イ
ト
」
は
あ
ら
か
じ
め
場
所
が
決
め
ら

れ
、
地
元
の
町
内
９
地
区
か
ら
高
さ
を

競
う
よ
う
に
９
基
が
砂
浜
の
中
へ
築
き

立
て
ら
れ
て
い
る
。

晴
闇
の
１９
時
、
９
基
の

「サ
イ
ト
」

へ
火
が
入
っ
て
赤
々
と
燃
え
上
が
り
、

見
物
客
か
ら

一
斉
に
ワ
ッ
と
い
う
歓
声

が
あ
が
る
。
炎
の
回
り
が
意
外
に
早
く
、

荒
々
し
い
白
煙
が
渦
巻
い
て
流
れ
、
満

天
の
夜
空
を
熱
く
焦
が
し
て
い
る
。
広

い
砂
浜
、
吹
き
抜
け
る
風
下
が
南
の
海

側
と
い
う
こ
の
立
地
条
件
も
幸
い
し
て

い
る
。
そ
の
サ
イ
ト
が
燃
え
崩
れ
倒
れ

る
時
は
ア
キ
と
い
う
恵
方

（そ
の
年
の

良
い
方
角
）
へ
引
き
倒
さ
れ
る
。
遥
か

遠
く
江
ノ
島
灯
台
が
明
滅
し
、
寒
々
と

し
た
冬
の
星
空
が
凍
る
よ
う
に
光
り
輝
　
９

い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚

引
き
続
き
エ
ビ
ス
岩
と
親
し
ま
れ
た

岩
礁
の
前
で
は
、
下
帯
姿
の
若
者
た
ち

に
よ
る

「ヤ
ン
ナ
ゴ

ッ
コ
」
と
い
う
曳

き
綱
引
き
が
、
海

（漁
）
方
、
浜
（農
）

方
に
分
か
れ
、
勇
ま
し
く
豊
漁
祈
願
の

儀
式
と
し
て
始
ま
る
。

西
に
隣
接
す
る
照
ケ
崎
海
岸
は
明
治

１８

（１
８
８
５
）
年
、
初
代
陸
軍
医
官

松
本
順
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
、
わ
が

国
最
初
の
海
水
浴
場
発
祥
地
で
記
念
碑

も
あ
る
。
そ
の
先
の
岩
礁
地
帯
は
、
丹

沢
か
ら
尾
根
伝
い
に
ア
オ
バ
ト
が
海
水

を
飲
み
に
集
団
で
飛
来
す
る
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
る
。

火が入り燃え上がる「サイト」、見物客から歓声があがる
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新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ー０
月
２０
日
、
第
３９
回
新
入
会
員
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
日
本
山
岳
会
１
０

４
号
室
と
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
参
加
し
た
の
は
１
万
４
３
２
７
番

か
ら
１
万
４
４
６
４
番

（対
象
１
３
８

名
）
の
う
ち
２３
名
。

定
刻
の
１３
時
３０
分
、
宮
下
秀
樹
会
長

の
歓
迎
の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た
。
ひ
き

続
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
神
崎
忠

男
副
会
長
が
当
会
の
歴
史
や
、
国
内
外

の
山
岳
会
と
の
関
係
、
中
高
年
の
遭
難

に
つ
い
て

「オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
行
な
っ
た
。
次
に
、
山
岳
保
険
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
に

つ
い
て
各
担
当
委
員
か
ら
説
明
が
な
さ

れ
た
。
記
念
撮
影
後
、
休
憩
。

後
半
は
宮
崎
紘

一
常
務
理
事
の
司
会

進
行
で

「自
己
紹
介
と
意
見
交
換
」
に

移

っ
た
。
山
歴
も
経
験
も
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
入
会
を
機
に
さ
ら
な
る
出
会
い
を

生
ロ

期
待
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
委
員
会
や
同
好
会
の
説
明
や

勧
誘
が
行
な
わ
れ
た
。
締
め
は
、
懇
親

会
。
会
長
、
副
会
長
や
理
事
、
委
員
会
、

同
好
会
員
が
新
入
会
員
を
囲
み
、
会
場

は
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

１８
時
ご
ろ
散
会

と
な
る
。

（染
谷
美
佐
子
）

紅
葉
の
隧
ヶ
岳
と
会
津
駒
ヶ
岳

１０
月
１４
日
か
ら
１６
日
ま
で
、
青
森
、

福
井
の
遠
路
組
を
含
む
１６
人
が
、
福
島

県

・
檜
枝
岐
村
に
集
結
。
紅
葉
真

っ
盛

り
の
隧
ヶ
岳
と
会
津
駒
ヶ
岳
に
登

っ
た
。

こ
の
２
山
は
、
今
年
８
月
、
新
た
に
誕

生
し
た

「尾
瀬
国
立
公
園
」
の
中
に
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
記
念
す
べ
き
山
行

で
あ
っ
た
。

１５
日
、
御
池
登
山
口
か
ら
隧
ヶ
岳
へ
。

赤
い
草
を
敷
き
つ
め
た
よ
う
な
広
沢
田

代
か
ら
熊
沢
田
代
へ
と
、
正
面
に
山
頂

Ｅ
Ⅸ

査
Ｔ

日本山岳会の

各委員会、同好会の

活動報告です

を
見
上
げ
な
が
ら
木
道
を
快
調
に
進
ん

だ
。
だ
が
２
０
０
０
際
川
を
過
ぎ
る
こ
ろ

か
ら
ガ
ス
が
か
か
り
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
項
上
か
ら
の
尾
瀬
の
眺
望
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
。

俎
山品
の
山
項
に
は
大
勢
の
登
山
者
が

い
て
、
こ
の
山
の
人
気
の
高
さ
が
う
か

が
え
た
。
何
人
か
は
隣
の
最
高
峰

・
柴

安
山品
ま
で
往
復
し
た
。
下
山
は
長
英
新

道
か
ら
大
江
湿
原
を
経
て
沼
山
峠
へ
。

道
中
、
福
井
と
千
葉
の
参
加
者
同
士
で

漫
才
も
ど
き
の
掛
け
合
い
が
続
き
、
笑

い
が
絶
え
な
い
。
山
で
は
な
く
、
寄
席

に
で
も
い
る
よ
う
で
愉
快
だ

っ
た
。

昔
か
ら
農
村
で
は

「明
け
の
涙

（雨
）

は
気
に
す
る
な
」
（好
天
の
前
触
れ
だ
）

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
格
言
の
と
お

り
、
翌
１６
日
は
明
け
方
に
課
雨
が
あ
っ

た
も
の
の
、
会
津
駒
ヶ
岳
へ
登
り
始
め

た
こ
ろ
に
は
晴
れ
間
が
覗
い
た
。
五
合

日
付
近
で
は
紅
葉
が
見
ご
ろ
で
、
本
の

間
か
ら
漏
れ
る
光
が
、　
一
行
の
体
に
赤
、

黄
、
自
の
縞
模
様
を
作

っ
て
い
た
。
長

い
モ
ミ
ジ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、

一
気
に
視
界
が
広
が
り
、
草
紅
葉
に
囲

ま
れ
た
駒
ノ
大
池
に
出
た
。

先
に
見
え
る
は
ず
の
山
項
は
霧
の
中
。

緩
い
登
り
の
木
道
を
行
く
と
狭
い
山
項

に
到
着
。
記
念
写
真
を
撮

っ
て
下
山
。

駒
ノ
大
池
に
戻
り
昼
食
に
し
た
。
駒
ノ

小
屋
は
、
本
日
で
閉
所
ら
し
く
戸
締
ま

り
で
も
し
て
い
る
の
か
、
槌
音
が
し
て

い
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
霧
が
晴
れ
、

山
項
が
大
池
に
映
り
、
格
好
の
被
写
体

に
な
っ
た
。

今
年
の
紅
葉
は
ど
の
山
域
も
１
週
間

ほ
ど
遅
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
当

日
の
会
津
駒
ヶ
岳
は
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ

で
あ
っ
た
。
こ
の
山
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
と

針
葉
樹
の
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
が
多
く
、
ナ

ナ
カ
マ
ド
や
カ
エ
デ
の
類
が
少
な
い
よ

う
だ
。
そ
の
た
め
、
紅
葉
よ
り
黄
葉
が

勝

っ
て
い
て
、
そ
れ
が
こ
の
山
の
印
象

を
ひ
と
き
わ
明
る
く
し
て
い
る
理
由
だ

と
思

っ
た
。

（別
所
宗
郎
）

霧の会津駒ヶ岳山項にて

■ 10

√
総
務
委
員
会
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ー
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■
ト
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プ

チ

オ

ー

タ

ム

コ
ン
サ

ー

ト

初
秋
の
９
月
２２
～
２３
日
、恒
例
の
「プ

チ
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
参
加
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
ワ
イ
ン
と
生

ビ
ー
ル
、
そ
し
て
仲
間
と
音
楽
と
…
…
」

で
あ
る
。
例
年
、
別
々
に
開
催
し
て
い

た
生
ビ
ー
ル
を
楽
し
む

「星
の
会
」
と
、

ア
ル
プ
ス
民
俗
音
楽
と
ヨ
ー
デ
ル
を
楽

し
む
「プ
チ
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

今
年
は
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
て
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
い
つ
も
の
倍
近
い
５２
名
の

参
加
者
が
あ
り
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

当
日
は
１５
時
３０
分
か
ら
、
山
研
改
築

に
功
労
の
あ
っ
た
元
北
九
州
支
部
長

・

吉
村
健
児
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
ビ
ー

ル
パ
ー
テ
ィ
の
幕
開
け
。
同
時
に
「ヤ
ー

ガ

・
ハ
イ
ス
ル
」
の
軽
快
な
生
演
奏
が

予
定
の
時
間
よ
り
も
早
く
始
ま
り
、
参

加
者
は
大
喜
び
だ
。

演
奏
者
は
、
チ
タ
ー
と
手
回
し
オ
ル

ガ
ン
と
ヨ
ー
デ
ル
が
リ
ー
ダ
ー
の
永
谷

義
篤
さ
ん
。
田
代
依
子
さ
ん
は
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
と
カ
ウ
ベ
ル
、
鈴
木
啓
之
さ

ん
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
。

楽
し
い
演
奏
は
、
ワ
イ
ン
と
各
種
の

お
つ
ま
み
、
料
理
、
そ
し
て
夕
食
、
演

奏
者
と
の
懇
談
を
交
え
な
が
ら
、
な
ん

と
７
時
間
以
上
も
続
き
、
参
加
者
は
十

分
に
満
喫
し
た
秋
の

一
夜
で
あ
っ
た
。

２３
日
は
岳
沢
と
上
高
地
散
策
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
行
動
。
私
は
岳
沢
に
参

加
し
た
。
山
研
委
員
の
案
内
で
、
昨
年

雪
崩
で
崩
壊
し
た
岳
沢
ヒ
ュ
ッ
テ
跡
ま

で
４
時
間
３０
分
か
け
て
往
復
。
下
山
後
、

山
研
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
昼
食
会
が
あ

り
、
「星
の
会
」
と

「プ
チ
オ
ー
タ
ム
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
終
了
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
過
去
数
回
参

加
し
て
い
る
が
、
会
員
の
ク
ラ
ブ
ラ
イ

フ
の
た
め
に
企
画

・
実
施
、
苦
労
さ
れ

て
い
る
山
研
委
員
に
は
い
つ
も
感
謝
し

て
い
る
。
皆
さ
ん
も
、　
一
度
参
加
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（福
岡
支
部
　
高
木
荘
輔
）

平
成
１９
年
秋
の
撮
影
会

秋
の
撮
影
会
は
、

１０
月
２０
～
２１
日
の

２
日
間
、
八
海
山
の
麓
に
あ
る
ペ
ン
シ

ョ
ン

「わ
か
い
」
を
ベ
ー
ス
ハ
ウ
ス
に

し
て
、
新
潟
県
魚
沼
地
方
で
行
な
わ
れ

た
。
参
加
者
は
２２
名
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

２０
日
、
関
東
地
方
は
よ
い
天
気
だ

っ

た
が
、
上
越
に
入
っ
た
と
た
ん
天
気
が

崩
れ
て
い
て
地
形
の
妙
を
つ
く
づ
く
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。
今
年
の
山
々
の
色
づ

き
は
遅
く
、
周
り
を
見
て
も
ま
だ
緑
が

鴨
ギ

ゴ

湯

、ガ
　

　

．●
・‥
ヽ
、

一
ず
「
」

多
い
よ
う
に
感
じ
た
。

１７
時
、
各
地
で

撮
影
を
し
て
き
た
会
員
が
宿
に
集
合
。

懇
親
会
は
１８
時
よ
り
川
嶋
氏
の
挨
拶
、

松
本
氏
の
乾
杯
、
北
村
氏
の
デ
ジ
タ
ル

写
真
の
話
、
会
員
が
撮
影
し
て
き
た
ポ

イ
ン
ト
の
情
報
交
換
な
ど
、
写
真
談
議

で
盛
り
上
が
っ
た
。
話
は
尽
き
な
い
が
、

新
入
会
員
を
代
表
し
て
夏
原
氏
の

一
本

締
め
で
懇
親
会
を
終
え
た
。

続
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
映
写
に
よ
る
勉

強
会
を
行
な
っ
た
。
佐
々
木
氏
に
よ
る

ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
小
田
氏
に
よ

る
ア
ン
デ
ス
の
山
、
新
道
氏
に
よ
る
上

越
付
近
の
山
な
ど
、
時
間
の
経
つ
の
を

忘
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
豊
か
な
映
像

に
見
入
っ
た
。

２１
日
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
朝
は
早
い
。

夜
明
け
を
待
ち
か
ね
た
数
人
は
、
初
冠

雪
の
八
海
山
撮
影
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

朝
食
の
後
、
宿
の
前
で
記
念
撮
影
。
雨

こ
そ
降
ら
な
い
が
天
気
は
悪
い
。

ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
は
、
小
幡
氏

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
通

っ
て
い
る
旧
山

古
志
村
を
訪
問
。
３
年
前
に
起
き
た
「中

越
地
震
」
の
被
害
地
は
、
現
在
８
割
ほ

ど
が
復
旧
し
て
い
る
。
こ
の
日
、
旧
山

古
志
村
村
民
が
、
支
援
し
て
く
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
を
込
め
て
と

「や
ま
こ
し

あ
り
が
と
う
　
ま
つ
り
」
を
行
な
っ
て

い
た
。
キ
ノ
コ
汁
、
つ
き
立
て
の
餅
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り
な
ど
が
振
舞

わ
れ
て
い
た
。
現

・
衆
議
院
議
員

（旧
　
１

山
古
志
村
村
長
）
の
長
島
氏
も
見
え
て
　
爾

い
て
、
わ
れ
わ
れ
日
本
山
岳
会
フ
ォ
ト

ク
ラ
ブ
の
訪
間
を
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ

た
。旧

庁
舎
に
は
、
震
災
前
と
後
の
様
子

の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
今
後
の

撮
影
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

お
ま
つ
り
会
場
を
後
に
し
、
旧
山
古

志
村
の
生
活
、
風
物
の
撮
影
に
向
か
っ

た
。
見
事
な
棚
田
な
ど
撮
る
ポ
イ
ン
ト

が
多
く
、
心
ゆ
く
ま
で
写
真
に
収
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

撮
影
会
後
、
温
か
い
人
情
に
ふ
れ
名

残
り
を
惜
し
み
な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。

（山
本
武
志
）

「やまこし ありがとう まつり」に参加した
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支
部

海
外
山
行
―

ブ
ー
タ
ン
見
聞
録

９
月
１６
日
か
ら
２６
日
ま
で
、
岐
阜
支

部
恒
例
の
海
外
山
行
に
参
加
し
た
。
今

年
は
雷
龍
の
国

。
ブ
ー
タ
ン
、
秋
の
祭

り
に
合
わ
せ
て
の
計
画
で
あ
る
。

前
岐
阜
支
部
長
の
高
木
碕
男
氏
を
隊

長
に
総
勢
２５
名
、
大
所
帯
で
の
出
発
と

な
っ
た
。

バ
ン
コ
ク
の
ホ
テ
ル
で
１
泊
。
早
朝
、

ド
ル
ッ
ク
航
空
機
に
て
ブ
ー
タ
ン
に
向

け
て
出
発
。
機
内
か
ら
眼
下
に
、
雪
を

か
ぶ
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
が
見
え
た
時

は
感
激
し
た
。
急
峻
な
谷
間
に
家
々
が

点
在
す
る
光
景
に
見
と
れ
て
い
る
と
、

突
然
、
機
体
が
ぶ
っ
と
吸
い
込
ま
れ
る

よ
う
に
高
度
を
落
と
し
た
。
そ
の
ま
ま

着
陸
態
勢
に
入
る
。
ス
リ
ル
満
点
の
着

陸
だ
。
そ
の
瞬
間
、　
一
斉
に
拍
手
が
起

こ
っ
た
。
そ
れ
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
操

縦
の
腕
を
た
た
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

い
よ
い
よ
、
８
日
間
の
ブ
ー
タ
ン
観

光
の
始
ま
り
で
あ
る
。
ブ
ー
タ
ン
は
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
国
教
と
す
る
王
国
で

あ
る
。
各
地
に
、
役
所
、
裁
判
所
、
僧

院
を
備
え
た
ゾ
ン
と
呼
ば
れ
る
城
砦
が

あ
る
。
ど
の
城
砦
も
壮
大

・
荘
厳
で
、

世
界
遺
産
に
も
匹
敵
す
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
ほ
ど
目
を
見
張
る
も
の

で
あ
っ
た
。
経
文
が
布
に
書
か
れ
た
タ

ル
シ
ン
と
呼
ば
れ
る
の
ぼ
り
が
、
至
る

所
に
立

っ
て
い
る
。
ま
た
、
経
文
が
書

か
れ
た
色
と
り
ど
り
の
布
は
、
万
国
旗

の
よ
う
に
風
に
た
な
び
い
て
い
て
、
信

仰
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

秋
の
祭
り
は
、
ブ
ー
タ
ン
国
民
が
最

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
も
の
で
、
学
校

も
休
み
に
な
る
。
そ
の
祭
り
を
３
カ
所

で
見
学
し
た
。
ゾ
ン
の
広
場
で
、
仮
面

を
か
ぶ
っ
た
僧
侶
が
舞
う
姿
は
、
ど
こ

も
見
事
で
あ
っ
た
。

ポ
プ
ジ
カ
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
越
え
し
た

鶴
の
飛
来
地
で
あ
る
。
そ
の
姿
を
想
像

す
る
だ
け
で
、
胸
が
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。

最
終
日
は
、
断
崖
絶
壁
に
建
立
さ
れ

藝だ
よ
り

全国各地の支部から、

それぞれの活動状況を、

北から南へとリポー ト

します。

て
い
る
ブ
ー
タ
ン
最
高
の
聖
地

ｏ
タ
ク

ツ
ァ
ン
僧
院
を
見
学
し
た
。
僧
院
ま
で
、

登
り
３
時
間
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
あ
っ

た
。
最
後
の
夜
は
、
お
世
話
に
な
っ
た

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
の
お
別
れ
会
を
開

催
し
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

最
近
ま
で
鎖
国
し
て
い
た
国
と
は
思

え
ぬ
ほ
ど
、
今
は
、
テ
レ
ビ
や
携
帯
電

話
が
普
及
し
、
近
代
化
の
波
が
押
し
寄

せ
て
い
る
感
じ
が
し
た
。
反
面
、
ま
だ

ま
だ
素
朴
な
人
々
に
は
、
独
自
の
文
化

が
あ
り
、
今
の
生
活
を
守
り
、
国
を
大

切
に
し
て
い
る
様
子
も
、
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ

っ
て
き
た
。

秋
の
祭
り
の
時
期
に
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
意
義
深
い
旅
で
あ
っ
た
。

（藤
田
純
江
）

支
部
設
立
５０
周
年
祝
賀
会

昭
和
３２
年
７
月
１３
日
に
設
立
さ
れ
た

熊
本
支
部
も
、
今
年
で
設
立
５０
周
年
を

迎
え
た
。
そ
の
頃
は
第
二
次
登
山
ブ
ー

ム
の
真

っ
只
中
で
、
熊
本
で
も
何
十
も

の
山
岳
会
が
誕
生
し
た
が
、
そ
の
な
か

で
今
で
も
活
動
を
続
け
て
い
る
の
は
、

我
が
熊
本
支
部
と
そ
の
他
に

一
つ
の
会

に
す
ぎ
な
い
。

登
山
界
隆
盛
の
時
期
に
、
山
岳
会
を

つ
く
る
の
は
容
易
な
事
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
会
の
運
営
を
続
け
て
い
く

な
か
で
、
社
会
や
人
の
意
識
の
変
化
な

ど
で
行
き
づ
ま
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

解
散
、
消
滅
の
道
を
迪

っ
て
い
る
。

熊
本
支
部
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
順

風
満
帆
の
時
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思

う
。
し
か
し
、
と
も
か
く
先
輩
会
員
は

期
難
辛
苦
の
時
節
も
乗
り
越
え
ら
れ
て
、

５０
年
間
も
活
動
が
続
い
た
こ
と
に
敬
服

せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
日
本
山
岳

会
本
部
、
九
州
各
支
部
の
存
在
、
ご
支

援
も
大
き
な
力
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。

Ｈ
月
１７
日
、
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
で
熊
本
支
部
設
立
５０
周
年
祝
賀

会
を
開
催
し
た
。
日
本
山
岳
会
本
部
か

ら
鰺
坂
副
会
長
は
じ
め
、
関
西
、
京
都
、

そ
の
他
九
州
各
支
部
か
ら
お
祝
い
に
大

|:::::1''華 :::::::::||::::琴::   |
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勢
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

６６
名
の
参
加
者

を
得
て
盛
大
な
祝
賀
会
と
な
っ
た
。

支
部
長
挨
拶
の
後
、
鰺
坂
副
会
長
か

ら
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
特

に
、
「各
支
部
の
活
発
な
活
動
が
、
日
本

山
岳
会
を
支
え
る
」
と
の
お
言
葉
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
。

熊
本
支
部
を
こ
れ
ま
で
導
い
て
下
さ

っ
た
西
澤
健

一
、
本
田
誠
也
両
顧
間
に

対
し
、
支
部
員

一
同
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
表
彰
状
を
授
与
し
、
こ
れ
ま

で
の
ご
苦
労
を
労

っ
た
。

記
念
講
演
は
、
関
西
支
部
長
の
重
廣

恒
夫
氏
に
快
諾
を
い
た
だ
き
、
「日
本
山

岳
会
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
」
と
い
う
演
題

で
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま

で
日
本
山
岳
会
が
、
我
が
国
の
登
山
史

の
な
か
で
、
先
導
者
と
し
て
の
功
績
を

い
か
に
残
し
て
き
た
か
、
よ
く
理
解
で

き
る
話
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
会
員
の
な

か
で
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
高
峰
で
の
登
山
経
験

者
は
稀
で
、
講
演
で
の
映
像
か
ら
、
過

酷
な
岩
や
氷
壁
に
挑
む
隊
員
の
姿
に
感

動
し
、
山
の
魅
力
の
本
質
が
見
え
る
素

晴
ら
し
い
講
演
だ
っ
た
。

夜
の
祝
賀

ｏ
懇
親
会
は
全
国
各
支
部

か
ら
届
け
ら
れ
た
多
量
の
地
酒
も
手
伝

い
、
芸
達
者
な
多
く
の
会
員
、
各
支
部

か
ら
の
出
し
物
が
続
き
、
底
ぬ
け
に
盛

り
上
が
り
、
支
部
間
交
流
も
進
ん
だ
会

と
な
っ
た
。

翌
１８
日
は
記
念
登
山
に
５５
名
の
参
加

者
を
得
て
小
岱
山

（５
０
１
肝
）
で
行

な
わ
れ
た
。
こ
の
山
は
二
市

一
町
に
跨

る
山
体
の
大
き
な
花
商
岩
の
山
。
筒
ヶ

岳
山
項
に
は

一
等
三
角
点
が
置
か
れ
、

山
頂
か
ら
の
展
望
も
よ
い
全
山
天
然
林

の
山
で
あ
る
。
紅
葉
も
美
し
い
な
か
、

爽
快
な
記
念
登
山
が
で
き
た
。

熊
本
支
部
も
今
年
か
ら
、
次
の
５０
周

ほ
う
て

い

年
に
向
け
、
鵬
程
万
里
の
道
の
り
を
歩

き
始
め
た
が
、
今
回
の
祝
賀
会
で
は
支

部
外
か
ら
３０
名
を
超
え
る
望
外
の
参
加

者
が
あ
り
、
激
励
を
い
た
だ
い
た
。
我

が
支
部
も
、
今
回
参
加
さ
れ
た
皆
様
の

大
き
な
ご
支
援
を
糧
と
し
、
支
部
員
の

山
へ
の
至
情
と
叡
智
を
結
集
し
て
支
部

活
動
を
充
実
さ
せ
、
１
０
０
年
目
を
目

指
し
た
い
。

こ
の
度
ご
厚
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。

（工
藤
文
昭
）

小春日和のなか記念登山を行なった、小岱山山項にて

◎すべての登山者にぜひとも読んでいただきたい。
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溝
手
康
史

・
著

『登
山
の
法
律
学
』

「登
山
に
リ
ス
ク
は
つ
き
も
の
で
あ

る
」
。
こ
れ
は
万
人
が
認
め
る
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ジ

ャ
ー
に
比
べ
、
登
山
に
か
か
わ
る
自
然

条
件
が
過
酷
で
あ
り
危
険
で
あ
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
私
達
は
自
己
責
任

に
お
い
て
登
山
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ

る
が
、
法
的
に
は
そ
う
と
ば
か
り
は
言

え
な
い
。
他
の
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
に
、

た
と
え
死
傷
事
故
が
生
じ
て
も
ル
ー
ル

に
従

っ
て
さ
え
い
れ
ば
免
責
さ
れ
る
わ

け
で
も
な
い
。

本
書
は
、
登
山
家
で
弁
護
士
と
し
て

活
躍
す
る
著
者
が
、
法
律
家
の
観
点
か

ら
登
山
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
的

責
任

・
諸
問
題
に
つ
い
て
論
じ
、　
一
般

の
人
に
も
解
り
や
す
い
言
葉
で
解
説
し

て
い
る
。

第

一
部
に
お
い
て
は
５３
項
目
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ

（実
際
に
あ

っ
た
事
例
も

散
見
さ
れ
る
）
を
あ
げ
て
検
証
し
、
第

二
部
に
お
い
て
は
そ
の
総
括
と
も
と
れ

る
解
説
が
さ
れ
て
い
る
。

登
山
中
の
不
注
意
や
ミ
ス
で
、
他
人

に
死
傷
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
と
き
損

害
賠
償
責
任
が
生
じ
る
。
特
に
リ
ー
ダ

ー
の
立
場
で
あ
る
者
の
安
全
配
慮
義
務

が
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
被
害

者
の
自
己
責
任
と
の
か
か
わ
り
は
ど
う

な
る
の
か
。

事
故
が
仲
間
内
で
の
登
山
の
場
合
と
、

山
岳
会
や
大
学
山
岳
部
で
の
登
山
の
場

合
は
ど
う
か
。

ツ
ア
ー
登
山
や
学
校
登
山

・
講
習
会

の
場
合
な
ら
参
加
者
は
ガ
イ
ド
や
先

生

・
講
師
に
安
全
へ
の
配
慮
を
当
然
の

こ
と
な
が
ら
期
待
す
る
。
そ
の
意
味
で

自
主
登
山
と
引
率
登
山
の
区
別
は
重
要

に
な
る
と
い
う
。

ま
た
、
死
傷
者
の
登
山
歴
に
よ

っ
て

も
自
己
責
任
の
重
み
は
変
わ
っ
て
く
る
。

さ
ら
に
、
登
山
の
性
格
、　
一
般
縦
走
な

の
か
、
冬
山
登
山
な
の
か
、
沢

・
岩
登

り
な
の
か
、
ま
た
は
海
外
高
所
登
山
な

の
か
。
危
険
性
の
高
い
登
山
に
な
れ
ば
、

自
己
責
任
の
範
囲
も
広
が
る
。

昨
年
、
大
日
岳
に
お
け
る
旧
文
部
省

登
山
研
修
所
主
催
の
雪
庇
崩
落
事
故
に

つ
い
て
、
富
山
地
裁
判
決
が
出
さ
れ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

私
た
ち
は
、
常
に
自
己
責
任
で
登
山

を
行
な
う
前
提
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
は
あ
る
が
、
ど
う
い
っ
た
場
合
に

法
的
責
任
が
生
じ
る
か
を
理
解
し
、
事

故
防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。そ

う
い
っ
た
意
味
で
本
書
を

一
読
す

る
こ
と
は
法
律
の
専
門
家
で
な
い
私
達

の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
良
き
指
導
書
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
書
に
は
登
山
と
の
か
か
わ

り
の
観
点
か
ら
、
自
然
保
護
や
ペ
ッ
ト

連
れ
登
山
、
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
誤
記
、

保
険
、
休
暇
な
ど
に
つ
い
て
も
法
的
見

解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（木
根
康
行
）

邑
田
仁
、
鳥
居
塚
和
生

・
監
修

大
久
保
栄
治
、
磯
田
進

・
編
集

『富
士
山
の
植
物
図
鑑
』

富
士
山
は
３
７
７
６
際
川
の
成
層
火
山

と
な
っ
て
約
１
万
年
余
、
自
然
界
で
は

ま
だ
ま
だ
若
い
山
で
あ
る
。
氷
河
期
を

過
ぎ
て
か
ら
生
ま
れ
た
山
だ
け
に
日
本

の
高
山
帯
で
見
ら
れ
る
ハ
イ
マ
ツ
は
な

く
、
そ
の
代
わ
り
に
地
を
這
う
よ
う
な

カ
ラ
マ
ツ
が
御
庭
あ
た
り
で
見
ら
れ
る
。

五
合
目
の
樹
林
帯
を
抜
け
る
と
植
物
の

種
類
は
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
く
る
。

砂
礫
地
に
な
る
と
オ
ン
タ
デ
、
イ
タ
ド

リ
、
フ
ジ
ハ
タ
ザ
オ
等
が
目
立
つ
の
だ

が
、
そ
の
植
物
群
も
最
近
は
年
々
高
所

に
上
が
り
つ
つ
あ
る
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
植
物
図
鑑
に
は
、
富
士
山
と
そ

の
周
辺
地
域
で
多
く
見
か
け
る
植
物
が

５
０
０
種
類
選
定
さ
れ
、
解
説
さ
れ
て

い
る
。
富
士
山
周
辺
の
植
物
群
を
詳
し

く
知
り
た
い
人
に
は
待
望
の
書
で
あ
る

う
。本

書
の
特
色
は
、
地
元
で
活
動
さ
れ

て
い
る
山
梨
県
植
物
研
究
会
の
先
生
方

図
書
紹
介

2007笙 Fヽ 7月

東京新聞出版局刊
四六判 360,~
定価 1699円

2007盗「
、7月

東京書籍刊
A5変形判 3119~
定価 2940円

■ 14



山 751-2007・ 12・ 20(第二種郵便物認可)

が
執
筆
し
て
い
る
と
と
も
に
、
語
源
や

民
俗
誌
、
薬
草
な
ど
に
つ
い
て
も
多
く

の
情
報
を
提
供
し
て
、
多
方
面
か
ら
興

味
深
く
読
め
る
よ
う
に
工
夫
し
た
点
に

あ
る
。
学
術
的
価
値
を
有
す
る

一
方
、

富
士
山
を
訪
れ
る
人
々
に
富
士
山
の
生

成
か
ら
植
生
、
見
所
な
ど
を
紹
介
し
た

手
ご
ろ
な
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
で
も
あ
る
。

掲
載
さ
れ
て
い
る
植
物
の
な
か
に
は
、

多
く
の
絶
滅
危
惧
種
が
含
ま
れ
て
お
り
、

い
つ
ま
で
私
た
ち
が
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。巻

末
に
は
、
写
真
撮
影
地
、
撮
影
年

月
日
、
お
よ
び
５０
音
順
索
引
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

（渡
邊
玉
枝
）

野
口
冬
人

・
著

『書
斎
の
ビ
バ
ー
ク
』

戦
後
ま
も
な
く
、
少
年
は
１
人
で
富

士
山
に
登
っ
た
。
そ
し
て
山
の
虜
に
な

っ
た
。
若
さ
に
任
せ
て
甲
斐
駒
を
夜
行

の
朝
帰
り
で
登
る
な
ん
て
こ
と
も
や
っ

た
し
、
岩
登
り
に
も
熱
中
し
た
。
や
が

て
発
見
し
た
の
が
谷
歩
き
、
沢
歩
き
の

面
白
さ
。
し
だ
い
に
若
者
は
低
山
歩
き
、

静
観
派
登
山
の
使
徒
と
な
り
、
そ
の
道

の
第

一
人
者
に
な
っ
た
。

彼
が
有
数
の
山
書
蒐
集
家
に
な
っ
た

の
も
山
に
登
る
た
め
だ
っ
た
。

「た
と
え
低
い
山
で
あ
っ
て
も
、
歩
く

に
は
何
か
の
手
引
き
が
ほ
し
い
。
…
し

か
し
終
戦
直
後
の
混
乱
期
で
あ
る
か
ら
、

ろ
く
な
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
な
ど
な
か
っ
た
。

せ
い
ぜ
い
セ
ン
カ
紙
と
い
わ
れ
る
…
紙

質
の
悪
い
紙
で
造
ら
れ
た
薄

っ
ぺ
ら
な

も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
／
私
は
、
古

本
屋
を
め
ぐ
っ
て
、
昔
の
山
の
雑
誌
を

集
め
た
。
そ
の
中
に
は
古
い
記
録
や
ガ

イ
ド
の
た
ぐ
い
が
た
く
さ
ん
紹
介
さ
れ

て
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
私
の
山
行
に
は

随
分
役
に
立

っ
た
」

こ
れ
が
山
書
の
会
会
員

・
野
口
冬
人

こ
う
か
ん

氏
の
浩
激
な
蔵
書
の
原
点
で
あ
る
。
だ

か
ら
氏
は
、
と
も
す
れ
ば
本
の
蒐
集
が

自
己
目
的
化
す
る
書
痴
で
は
な
い
。
本

書
は

「私
の
山
旅
と
山
の
本
の
か
か
わ

り
を
幹
に
し
て
、
あ
れ
こ
れ
と
気
の
向

く
ま
ま
に
」
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
集
だ
が
、

よ
く
あ
る
稀
胡
本
の
自
慢
話
な
ど
い
っ

さ
い
な
い
。
初
版
本
に
血
道
を
上
げ
る

わ
け
で
も
な
く
、
読
め
る
な
ら
文
庫
本

で
け
っ
こ
う
、
と
い
う
お
も
む
き
が
あ

る
。
そ
ん
な
氏
の
心
意
気
を
物
語
る
よ

う
に
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
約
５０
編
の

随
想
の
大
半
を
占
め
る
本
は
登
山
案
内

書
で
、
文
中
に
こ
ん
な
述
懐
が
で
て
く

ワ（）。「山
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
と
い
う
の
は
、

と
か
く
、
／

〈山
岳
書
の
研
究
家
、
蒐

集
家
に
は
冷
た
く
さ
れ
て
い
る
。
ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク
は
山
の
本
で
は
な
い
…
…
〉

／
な
ど
と
片
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
／
こ

れ
は
、
可
哀
相
で
あ
る
」

引

っ
越
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
蔵
書

を
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
詰
め
込
ん
だ
が
、
整

理
を
怠

っ
た
た
め
、
な
に
が
ど
こ
に
あ

る
や
ら
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
近
況
を
読
ん
で
、
私
は
抱
腹
絶

倒
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う

「蒐
集
家
」

に
か
ぎ
り
な
い
親
し
み
を
覚
え
た
。

か
つ
て

「本
会
図
書
室
の
ス
ペ
ー
ス

難
を
緩
和
す
る
た
め
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を

捨
て
る
」
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。
と

ん
で
も
な
い
話
だ
。
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
と

い
え
ど
も
登
山
の
歴
史
と
文
化
を
脈
々

と
伝
え
て
い
る
こ
と
が
、
本
書
を
読
め

ば
よ
く
わ
か
る
。

（平
井
吉
夫
）

20074「 7月

日本山書の会刊
菊判 3489~
定価 4000円

著 者 書   名

図書受入報告 (2007年 11月 )

ベージ・サイズ  出版元 刊行年 寄贈/購入別

寺田政晴さんを偲ぶ会(編 )寺田政晴さんの想い出

金邦夫      金副隊長の山岳救助隊日誌
―

山は本当に危険がいっぱい

渡辺信英・京極紘一(共編)北海学園大学北海岳友会創立50周年記念号「こまくさ」第8号

斉藤誠(写真)冨 田幹太(文 )写文集 山のふしぎ

F。 ハウス(著 )駒沢敏器(訳 )ト ーテム・サーモン
ー

聖なる生命サーモンのおしえ

JN50記念協力会 (編 )日 本・ネパール国交樹立50周年記念誌 2006

JN50記念協力会 (編)ネパール活動団体ディレクトリー 2006年 版

第22回実行委員会(編 )日 本ヒンズークシュ・カラコルム会議 第22回会議資料

清原紳― (編)  日本の100人 第94号 「植村直己」

松本莞爾 (編)  日本山岳会熊本支部設立50周年記念誌

中央大学山岳部 (編 )日 で見る中央大学山岳部の80年

Peter Gillman(ed。 )Everest― Eighty Years of Triumph and Tragedy

75pp/21crll

279pp/19cI11

251pp/30cln

167pp/22crn

318pp/20crll

160pp/30crll

102pp/30crn

73pp/30crn

32pp/30crll

104pp/30cr11

71pp/25crn

240pp/32crn

寺田政晴さんを偲ぶ会

角川学芸出版

北海岳友会

東京新聞出版局

山と漢谷社

J N50記 念協力会

J N50記 念協力会

第22回実行委員会

デアコスティーニ・ジャパン

日本山岳会熊本支部

中央大学山岳部
′
I｀ he l√ ountaineers

発行者寄贈

著者寄贈

発行者寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

十象舎寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

加納巌氏寄贈

2007

2007

2007

2007

2007

2007

2007

2007

2007

2007

2007

2000
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平
成
１９
年
度
第
７
回
（１１
月
度
）
理
事
会

日
時
　
１９
年
１１
月
１４
日
　
１８
時
３０
分
～

２１
時
１０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
宮
下
会
長
、
鰺
坂
・神
崎
各

副
会
長
、
吉
永

・
宮
崎

・
成
川
各
常
務

理
事
、
石
橋

・
古
野

・
太
田

・
堀
井

・

相
馬

・
山
川

・
岡
部
各
理
事
、
竹
中
監

事
、
近
藤
常
任
評
議
員

【委
任
】
斎
藤

・
藤
井
各
理
事

【欠
席
】
深
川
監
事
、
日
下
田
・河
野
各

常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

１

・
上
半
期
監
査
報
告

（竹
中
）

Ｈ
月
２９
日
、
竹
中

・
深
川
各
監
事
、

及
び
吉
永

・
宮
崎
各
常
務
理
事
、
岡
部

理
事
立
会
い
の
も
と
に
会
計
監
査
を
行

な
っ
た
。
お
お
む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
る
。

２

ｏ
平
成
１９
年
度
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

候
補

（宮
崎
）

本
年
度
は
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
審
査

委
員
会

（村
木
潤
次
郎
委
員
長
）
か
ら

松
本
征
夫
会
員
の

「向
日
嘔
布

（カ
ン

リ
ガ
ル
ポ
）
山
群
の
踏
査
と
研
究
」
が

ふ
さ
わ
し
い
と
の
選
考
結
果
が
報
告
さ

れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

３

・
平
成
１９
年
度
名
誉
会
員
候
補

（宮

崎
）去

る
Ｈ
月
２７
日
開
催
さ
れ
た
評
議
員

会
で
次
の
３
名
が
名
誉
会
員
に
推
薦
さ

れ
決
定
し
た
。

Ｎｏ．２
８
２
４
　
若
林
啓
之
助
氏

Ｎｏ，４
４
４
０
　
平
山
善
吉
氏

Ｎｏ。５
７
７
５
　
黒
石
恒
氏

４
ｏ
「ミ
ウ
ラ
・
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
の

利
用
割
引
制
度

（古
野
）

本
年
１２
月
よ
り

「ミ
ウ
ラ

・
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
」
の
高
所
テ
ス
ト
と
低
酸
素

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
利
用
料
金
の
１０
で
会

員
割
引
を
実
施
す
る
。
事
務
局
で
会
員

証
明
書
を
受
け
取
り
申
し
込
む
こ
と
と

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

５

・
山
岳
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
使
用
許
可
申

請

（宮
崎
）

宮
崎
支
部
か
ら
第
２３
回
宮
崎
ウ
ェ
ス

ト
ン
祭
、
並
び
に
北
海
道
支
部
交
流
登

山
に
係
る
記
念
品
と
し
て
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
許
可
申
請
。

（承
認
）

‘

・
資
料
映
像
委
員
会
特
別
予
算

（吉

永
）山

岳
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念
連
続

講
演
会

（全
５
回
）
資
料
映
像
化

（外

部
発
注
複
製
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
　
各
３５
枚
×

５
）
６
万
円
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

７

・
終
身
会
費
の
取
崩
し
及
び
永
年
会

員
等
の
協
力
金
に
つ
い
て
（宮
下
会
長
）

終
身
会
費
を
年
に
１０
ずヽ自
を
限
度
と
し

て
取
崩
し
を
可
能
に
し
た
い
。
７
年
後

に
は
３
０
０
名
程
度
の
新
永
年
会
員
が

誕
生
し
、
財
政
を
圧
迫
し
か
ね
な
い
。

会
報

『山
』
、
年
報

『山
岳
』
、
通
信
費

な
ど
で
の
経
費
等
を
考
慮
し
、
任
意
で

の
実
費
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。（継

続
）

【報
告
事
項
】

１

・
文
部
科
学
省
実
地
検
査

（吉
永
）

去
る
１０
月
２３
日
、
吉
永
常
務
理
事

・

岡
部
理
事
の
立
会
い
の
も
と
、
文
部
科

学
省
ス
ポ
ー
ツ
局
の
実
地
検
査
が
行
な

わ
れ
た
。
お
お
む
ね
良
好
と
の
評
価
で

あ
っ
た
。
後
日
文
部
科
学
省
か
ら
正
式

の
報
告
が
あ
る
。

ヨーロッパ・アルプス・スキー
●ツェルマツト・スキー 9日間

仕I覇E日 :2/9 」賄こイテイti【≧:¥408,000
●シャモニ・モンプラン・スキー 8日間

出発 日:3/8 旅行代金 二¥468,000
●コルチナ・ダンペッツォ・スキー 8日間

出発旧 :3/15 所tイテイt金 二¥478,000
国土交通大臣登録旅行業第490号/m日本旅行業協会正会員 (0ポ ⊃ド保肛舎員

月″r争グ」7ノ≒ど貿』:五釜″
〒105-0003東京都港区西新橋 2‐ 8‐ 11第 7東洋海事ビル 4階
印

2'06… 6444… 3033 π,052-581… 3211 て,092-715-1557
愛103-3503‐1911

２

ｏ
広
島
支
部
創
立
１０
周
年
記
念
式
典

（吉
永
）

Ｈ
月
３
日
、
吉
永
常
務
理
事

（会
長

代
理
）
出
席
。
神
崎
副
会
長
講
演
。
盛

会
で
あ
っ
た

（８０
名
出
席
）
。

３

ｏ
ク
ビ

・
ツ
ア
ン
ポ
源
流
域
学
術
登

山
隊
２
０
０
７
報
告
会

・
祝
賀
会

（宮

崎
）Ｈ

月
４
日
、
京
都
に
於
い
て
開
催
。

宮
崎
常
務
理
事

（会
長
代
理
）
出
席
。

盛
会
で
あ
っ
た
（７０
名
出
席
）
。
登
山
隊

に
参
加
し
た
学
生
を
中
心
に
、
関
西
学

生
部
立
ち
上
げ
が
進
ん
で
い
る
。

４

・
森
川
洋
祐
氏
を
偲
ぶ
会

（宮
崎
）

都
岳
連
主
催
。
宮
下
会
長
出
席

（８０

m16

幸晨
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２１

日

２２

日

２６

日

２７

日

２８

日

２９

日

３０

日
会
員
異
動

（１１
月
）

物
故

佐
伯
久
雄

（９
５
６
１
）
０７
・
Ｈ

・
２１

助
田
陽

一

（１
２
９
９
５
）
０７
・
Ｈ
・
２４

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

三
水
会
　
つ
く
も
会

総
務
委
員
会
　
山
遊
会
　
ア
ル

パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

総
務
委
員
会
　
資
料
映
像
委
員
会

総
務
委
員
会
　
ゆ
き
わ
り
会

００
会

総
務
委
員
会
　
自
然
保
護
委
員

会
　
麗
山
会

総
務
委
員
会
　
新
土
曜
会
　
千

葉
支
部

総
務
委
員
会
　
プ
モ
リ
会

Ｈ
月
来
室
者
６２９
名

鈴
木
和
夫

（１
３
１
７
２
）
０７
ｏ
Ｈ
ｏ
２４

鶴
岡
節
子

（１
３
９
８
２
）
０７
ｏ
Ｈ
・
２４

吉
澤
宣
哉

（１
４
３
９
６
）
０７
・
Ｈ
・
２４

平
島
精

一

（８
６
０
７
）
０７

ｏ
Ｈ

ｏ
３０

コ壼〈
〓

北
川
豊
培
　
（５
３
４
０
）

福
岡

高
木
志
茂
子

（７
６
５
１
）

京
都

上
横
手
健
義

（１
０
１
９
５
）
関
西

榊
田
検
二
　
（１
０
８
６
１
）
北
海
道

安
嶋
伸

一

（１
２
０
８
３
）

倉
岡
啓
吉
　
（１
２
１
２
９
）
北
海
道

高
野
良
之
　
（１
２
９
６
５
）

山
田
尚
夫
　
（１
３
４
２
３
）
福
井

終
身
会
員

小
島
守
夫
　
（６
１
８
９
）

改
姓

武
藤
信
子

（１
０
４
８
３
）
広
岡
信
子

膵 糞 鱚

インフォメーシヨン

: 鶉 蒙

・・一一一　

　

鸞 鶉

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ

科
学
委
員
会

日
時
　
０８
年
２
月
１
日
０

１７
時
～
２０
時
４５
分

場
所
　
東
京
体
育
館
第
１
会
議
室

演
題
　
「現
代
登
山
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」

●
基
調
講
演

「Ｇ
Ｐ
Ｓ
活
用
の
現
状

と
可
能
性
」
芳
野
赳
夫
氏

●
講
演
１
「カ
シ
ミ
ー
ル
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」

田
代
博
氏

●
講
演
２

「高
所
登
山
へ
の
応
用
」

大
蔵
喜
福

・
宮
崎
紘

一
各
氏

●
講
演
３

「国
内
登
山
で
の
使
用
体

験
」
安
井
康
夫
氏

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「Ｇ

会報
でお送

1

2

会報 『山』含本・製本のお知 らせ       事務局

701～ 750号の合本をご希望の方は2008年 2月末までに現本を事務局ま
り

~下
さい。

.製本業者は前回 (2003年 10月 )と  3
同じです。

●全面同色 (ブルーグレー)ハードカバー

・ 背表紙にタイトルと会員番号を印字

●索引は巻頭綴り         4
。欠号分は各号150円で補充可能です。
但 しバックナンバーに在庫が無い場
合にはコピーで代用になります。

.製本費用は梱包・返送費用を含め
て4000円 です。来室受取りの場合は
800円引きですので、その旨をお書
き添え下さい。代金支払いについて
は、書籍返送時 (2008年 4月頃)に
振込用紙を同封します。
.過去の会報についてもお引受けし
ます。
ご不明な点は事務局までお問合せ下
さい。

%譴ざ3LASTRIIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実
度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡 ください。

彗荘アトラストレック
(国 土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160‐0008東京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 TEL 03‐3341‐0030

大阪/〒 540‐∞12大阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル501号  TEL O併 6946‐9111

名古屋/〒 4640807名 古屋区千穂区東山通り5-113オークラビル6F TEL052‐7832422

Ｐ
Ｓ
の
賢
い
使
い
方
」

司
会
　
芳
野
赳
夫
氏
と
全
講
演
者

定
員
　
先
着
１
０
０
名

申
込
　
平
野
裕
也
ま
で

（田
０
３
‐
３
４
８
４
‐
８
９
６
８

図
Ｆ
〓
Ｏ
Ｆ
◎
∞
ド●
〇
‐の①
【一〇
・〇
〇
ヨ
）

◆
第
１７
回

「山
好
き
の
山
の
絵
展
」

ア
ル
バ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

会
期
　
０８
年
２
月
１７
日
回
～
２３
日
田

１０
時
～
１９
時

（初
日
は
１２
時
か

ら
、
最
終
日
は
１７
時
ま
で
）

会
場
　
東
京
交
通
会
館
２
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ

ー

（千
代
田
区
有
楽
町
２
１
１０
１

１

回

０

３

‐

３

２

１

５

‐

７

９

６
２

最
寄
り
駅
＝
Ｊ
Ｒ
有
楽
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人 と自然 、冬 にむ けて

山研管理人 内野慎―

閉所間近の11月 7日 、上高地の関係者が集ま

って刈り払いを行ないました。環境省をはじめ

とする行政の方々や、ホテルや旅館はもとより

上高地に関わる企業の方など、ざっと50人 もの

人たちです。めいめいに鎌やナタやのこぎりを

持参しています。

遊歩道で通行の支障になってる木や危険な枝

を切ったり、道に覆いかぶさっている笹を刈り

払う作業を行ないました。

六百山から、日が出る前の寒いうちから始め

ましたが、手を動かすとともに日も差 し、ほど

なく上着を脱ぎ、汗ばみながら働きました。

ところで、枯れて腐った枝が落ちるところを

見たことがあるでしょうか。枝といっても上高

地の大きな木ですから、太い大きなものです。

雨を吸い込んでその重さに耐えられなくなって、

ドッシーンと落ちるのをたまに聞きます。私が

初めて見たのは雨が上がった後の風もない静か

な森の中で、いきなり大きな音が響き、肝を冷

やしました。雷の音にたとえると少々大げさで

すが、木からクマでも落っこちてきたのかと思
いました。

そのような危険な枝を前もって切っておくこ

とも今回の大事な作業でした。背伸びをして柄
の長い鎌で払おうとしたら、えいっと力を込め

る前に落ちてきて、慌てて跳んで逃げたという

ようなこともありました。

ひと息ついている時のこと。「前はこんなに暖
かくなかった」「まだシーズンの終わりという気

初冬の装いに変わった上高地

がしない」と上高地に昔からいる方から聞きま

した。昔はもっと寒くて寒くて、追い立てられる

ように町に下りていったということでした。

穂高は自く、梓川を渡る風こそ冷たいものの、

体はポカポカ、葉が落ちて日当たりもよい林の

中。カラマツの金色の葉をサラサラと浴びなが

ら、確かに暖かい。本当にこれで大丈夫なのだ

ろうか、と思いました。

そしてその後すぐ、山研は11月 10日 と11日 に

閉所作業を行ないました。あいにくの雨で、濡

れると体の芯から冷えましたが、山研委員の皆

さんと力を合わせて重い雪囲いで周りを固め、

水場を撤収し、山研の中をきれいに片づけまし

た。

11日 に閉所作業を終え、私たちは翌12日 に荷

物を積み込んで下りたのですが、天候が急変し

ました。雨が雪に変わり、一晩で15タ
ン
くらい積

もりました。重たい湿った雪が着いたため、枝

が信じられないほどしなってしまい、車が通れ

ないほどでした。

それまでは暖かかったのですが、いよいよ人

をよせつけない寒い季節が来たのだと感じまし

た。最後に帳尻を合わせたのでしょうか。

今頃は、山研には人気も火の気もなく、しん

しんと冷えていることでしょう。年末年始の開

所までしばらく冬眠です。

今シーズンもありがとうございました。

町
駅
、
地
下
鉄
有
楽
町
線
有
楽

町
駅
Ａ
８
番
出
口
）

＊
問
合
は
田
辺
寿
、
深
川
安
明
、
木
村

泰
助
ま
で
。
入
場
無
料
。

¨
編
集
後
記
¨

●
Ｈ
月
の
連
体
に
遭
難
事
故
の
知
ら
せ

が
飛
び
こ
ん
で
き
ま
し
た
。
北
海
道
支

部
Ｈ
名
の
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
の
雪

崩
事
故
で
す
。
悲
し
み
の
な
か
、
支
部

長
の
長
谷
川
雄
助
氏
に
概
要
を
伝
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
故
が
２

度
と
起
き
な
い
よ
う
、
詳
し
い
報
告
が

待
た
れ
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
４
名
の

方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
　

９

●
今
年
の
年
次
晩
餐
会
も
滞
り
な
く
終
　
輻

わ
り
ま
し
た
。
会
報
編
集
で
、
１
年
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
年
も
ほ
ん
と
う
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
い
年
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
（神
長
幹
雄
）
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